
" 豊かさ "をみんなで育む　市民力都市・三豊

広報 み とよ
2018
No.154

10

《特集》

大切なのは
みんなで理解すること
～発達障がいの特性を理解し、周りが適切にサポートする～
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■
発
達
障
が
い
に
気
づ
く

３
歳
児
健
診
や
、
保
育
所
・
幼
稚
園
の

先
生
か
ら
の
助
言
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

子
ど
も
の
発
達
に
気
づ
く
場
合
が
多
い
よ

う
で
す
。

早
い
時
期
か
ら
、
能
力
を
伸
ば
す
た
め

の
療
育
な
ど
、
必
要
な
支
援
や
環
境
の
調

整
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

療
育
と
は
、
み
ん
な
に
追
い
つ
か
せ
る

の
で
は
な
く
、
訓
練
や
教
育
を
通
じ
て
、

そ
の
子
に
あ
っ
た
発
達
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
基
礎
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

■
専
門
家
に
相
談
す
る

子
育
て
を
し
て
い
て
、
困
り
感
が
あ
っ

た
り
、
育
て
に
く
い
と
感
じ
る
と
き
、
早

め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
で
、
社
会

の
中
で
自
立
し
て
い
く
た
め
の
適
切
な
サ

ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
じ

環
境
に
い
る
人
た
ち
と
話
す
こ
と
で
共
感

で
き
る
仲
間
が
で
き
ま
す
。

■
発
達
障
が
い
を
理
解
す
る

こ
こ
数
年
、
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
な
ど
、「
発
達
障
が
い
」
と
い
う
言
葉

を
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い

た
め
に
偏
見
や
誤
解
が
生
じ
て
い
る
の
も

事
実
で
す
。

発
達
障
が
い
の
原
因
は
、
生
ま
れ
な
が

ら
の
脳
機
能
の
障
が
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
原
因
を
追
求
す
る
よ
り
も
、

つ
き
合
い
方
を
考
え
て
周
り
が
支
援
し
て

い
く
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま

く
取
れ
な
い

・
偏
っ
た
興
味
や
関
心
が
あ
り
、
固
執
す

る
傾
向
が
あ
る

・
複
数
の
こ
と
に
注
意
が
払
え
な
い

・
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
イ
メ
ー
ジ
が

う
ま
く
作
れ
な
い

・
集
中
力
が
続
か
な
い

な
ど
、
こ
れ
ら
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ

特
性
で
あ
り
、
本
人
の
性
格
や
保
護
者
の

し
つ
け
が
原
因
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

複
数
の
特
性
を
持
っ
て
い
る
人
も
い
て
、

障
が
い
の
種
類
を
明
確
に
分
け
て
診
断
す

る
こ
と
は
大
変
難
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、

人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
本
人
が
自
分
自
身
の
こ

と
を
理
解
し
て
、
自
分
の
課
題
に
取
り
組

む
こ
と
と
、
周
り
が
理
解
し
支
援
す
る
こ

と
で
す
。「
○
○
が
で
き
な
い
」
と
決
め

つ
け
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、「
●
●
な

ら
で
き
る
」
と
い
う
良
い
所
を
見
つ
け
て
、

そ
の
人
に
あ
っ
た
支
援
方
法
を
見
つ
け
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
周
り
が
支
援
す
る

発
達
障
が
い
を
持
っ
た
人
は
、
そ
れ
ぞ

れ
違
う
特
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
周
り
が

理
解
し
、
き
ち
ん
と
支
援
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
苦
手
な
こ
と
は
、
特
性
だ
か
ら

と
あ
き
ら
め
ず
、
分
か
り
や
す
く
説
明
し

て
で
き
る
よ
う
に
工
夫
や
声
か
け
を
し
て

一
緒
に
練
習
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
得

意
な
こ
と
は
、
伸
ば
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

「
き
ち
ん
と
教
え
て
も
ら
う
こ
と
」「
分
か

り
や
す
く
明
確
に
伝
え
る
こ
と
」
で
、
周

り
の
誤
解
へ
の
解
決
策
と
な
っ
た
り
、
ト

ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
応
の
方
法
さ
え
分
か
れ
ば
、
お
互
い
が

暮
ら
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

～発達障がいの特性を理解し、周りが適切にサポートする～

発達障がいの特性は、人によってさまざまです。
そのことで、毎日の生活や学校、職場で誤解や偏見を受けることがあります。

努力してもできないことはありますが、適切なサポートがあれば、できるようになることもあります。
周りが発達障がいについてもっと理解し、正しい知識を持つことで、

世の中はもっと暮らしやすくなるのではないでしょうか。
今月号では、発達障がいについて理解を深め、関わり方を考えます。

接し方で心がけたいこと

・	 分かるだろうという思い込みで
伝えたり、言葉だけで伝えると、
上手く伝わらないことがありま
す。具体的に見本を見せましょう。

・	 物事を頼む時は、曖昧な表現は避
け、「いつまでにこれをお願いす
る」というように期限を伝えまし
ょう。先の見通しが分かると安心
して取り組めます。

発
達
障
が
い
を
理
解
し
、サ
ポ
ー
ト
す
る

大切なのは
《特集》

みんなで 理解すること

【それぞれの障がいの特性】

■自閉症■アスペルガー症候群

■その他の広汎性発達障がい

自閉症スペクトラム障害

症 状

症 状

症 状

症 状

こんな行動

こんな行動

こんな行動

こんな行動

けれど…

けれど…

けれど…

けれど…

● 言葉の発達の遅れ
● コミュニケーションの障がい
● 対人関係 ･社会性の障がい
● パターン化した行動、こだわり

「読む」「書く」「計算する」などの能力が、全体的な知的
発達に比べて極端に苦手

● 基本的に言葉の発達の遅れはない
● コミュニケーションの障がい
● 対人関係 ･社会性の障がい
● パターン化した行動、興味 ･関心の偏り
● 不器用（言語発達に比べて）

● 不注意（集中できない）
● 多動 ･多弁（じっとしていられない）
● 衝動的に行動する（考えるよりも先に動く）

急な予定の変更が苦手だったり、コミュニケーションが
一方的になりやすかったり、自分のこだわりが強いので、
そのルールが曲げられないことがあります。

例えば、他の人と同じように行動できますが、「書く」こ
とだけが極端にできないことがあります。会議で大事な
ことを忘れないようにメモを取りますが、書くことが苦
手なので、必死になりすぎて、会議の内容が分からなく
なることがあります。

相手の表情や様子が読みとりづらいので、他の人と話している時に、
自分のことばかり話をしてしまい、止まらないことがよくあります。
相手の気持ちが分からない、自分勝手な印象を持たれてしまいます。

子どもの頃は衝動的に動いたり、離席が目立ちます。
大人では、机の上が汚かったり、うっかりミスが多くあります。何
回言っても忘れてしまう人もいます。

自分のルールとやらないといけないことが一致すると、
抜群の能力を出せます。

苦手なことを少しでも楽にできるように、
ボイスレコーダーを使うなど、他の方法
を取り入れる工夫をすることができます。

大好きな分野の話になると、専門家顔負けの知識を持っていて、
知識を深めようと頑張ります。

知的な遅れを伴う
こともあります

思ったらすぐ行動を起こせるエネルギーがあります。

学習障害（LD）
注意欠陥多動性障害（ADHD）

これらのどれに当たるのか、特性の間に明確な境界線はありません。
障がいには、さまざまな現れ方があります。どのように現れ、どの程度難しいのかは人それぞれに異なります。

※
６
ペ
ー
ジ
と
７
ペ
ー
ジ
の

相
談
窓
口
を
ご
覧
く
だ
さ
い

気づいてあげて、
こんな症状

・	 みんなと遊ぼうとしない
・	 落ち着きがない
・	 同じ服でなければダメ
・	 大きな音が苦手
・	 思い通りにいかないと	
イライラする

大切なのは みんなで 理解すること《特集》
～発達障がいの特性を理解し、周りが適切にサポートする～
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学
校
に
専
門
職
を
配
置

子
ど
も
が
生
活
し
て
い
く
中
で
抱
え
る

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
は
複
雑
か
つ
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
内
の

小
中
学
校
に
、
子
ど
も
や
保
護
者
を
支
え

る
た
め
の
専
門
職
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
や
学
校
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
子

ど
も
が
直
面
し
て
い
る
状
況
の
改
善
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

各
中
学
校
に
配
置
し
、
小
学
校
を
巡
回

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
や
保
護
者
の
相
談

に
応
じ
、
専
門
的
な
知
識
を
も
と
に
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
や
助
言
を
行
う
な
ど
心
理
的

な
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

各
小
中
学
校
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
の
生
活
の
向
上
を
目
的
と
し
、

関
係
機
関
と
の
連
携
や
家
庭
訪
問
な
ど
を

行
い
、
子
ど
も
と
子
ど
も
の
置
か
れ
て
い

る
環
境
へ
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
通
っ
て
い
る
学
校
に
ご
相
談

下
さ
い
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

発
達
障
が
い
の
理
解
を
深
め
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

市
で
は
、
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、
そ
の
特
性
に
応
じ
た
対
応
を

話
し
合
い
、
支
援
体
制
の
整
備
を
す
る
た

め
に
、
発
達
障
害
等
支
援
連
携
会
議
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
８
月
に
は
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
・
教
育
・
療
育
・
就
労
な
ど
の

関
係
機
関
が
協
力
し
、
発
達
障
が
い
へ
の

理
解
や
対
応
、
相
談
窓

口
を
広
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

市
内
の
学
校
な
ど
に
配
布
す
る
他
、
市

役
所
窓
口
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を

め
ざ
し
て

近
年
、
障
が
い
の
捉
え
方
に
つ
い
て
変

化
が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
、病
気（
機

能
障
害
）
の
結
果
と
し
て
、
障
が
い
（
社

会
的
不
利
）
が
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
は
、
身
体
の
機
能
的
・
精
神
的

に
で
き
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
発
達
障
が

い
を
持
っ
た
人
が
社
会
参
加
し
よ
う
と
し

た
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
か
ら
生
ま
れ
る

「
参
加
の
し
づ
ら
さ
」
が
あ
る
状
態
を
障

が
い
だ
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
参
加
の
し
づ
ら
さ
」と
い
う
環
境
は
、

私
た
ち
が
変
え
て
い
け
ま
す
。
障
が
い
の

あ
る
人
に
と
っ
て
何
が
生
活
上
の
困
難
と

な
る
の
か
を
正
し
く
理
解
し
、
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
仕
組
み
を
作
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
思
い
や
り
を
持
ち
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
の

た
め
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

１
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
す
る

現
在
の
こ
と
や
将
来
の
こ
と
、
気
に
な
る
こ
と

や
困
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
時
は
、
専
門
の
相

談
窓
口
で
相
談
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

 ・
発
達
が
気
に
な
る

 ・
学
校
に
行
き
に
く
い

 ・
学
校
や
家
庭
、職
場
で
心
配
な

こ
と
が
あ
る

 ・
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い

 ・
仕
事
が
続
か
な
い

市では、毎月発達障がいに関する相談を実施しています。
関わってくれている臨床心理士の高橋先生に、相談方法や周りが
うまくサポートするための関わり方などについて、聞きました。

▲

臨床心理士
高橋 賀代さん
（発達障害支援研究所
たまや香川支部）

－臨床心理士としてどのような活動をしていますか？
三豊市では、就学前の子どもを対象とした個別相談や16
歳以上の成人を対象とした相談会などの発達障がいに関する
支援のお手伝いをしています。三豊市での活動は2年目です
が、この仕事に就いて15年目になります。

－相談では、どんなサポートをしていますか？
基本的には、対象の人との直接の関わりを大切にしていま
す。さまざまな事情からご本人の来所が難しいこともありま
すので、その場合にはご家族や関係者からの相談も大歓迎で
す。支援の目的は、その人にとっての社会参加の仕方を一緒
に考える、作っていく、そのために必要なスキルを一緒に練
習するということです。具体的な方法は、年齢やその人の状
態によって、課題場面を設定して行う療育的な関わりを中心
にすることもありますし、カウンセリングでお話をすること
で、その人の感情を受け止めていくことやさまざまな物事の
捉え方を提案することもあります。相談者のニーズや課題に
応じて、支援をしています。

－周りの人ができる支援には、どんなものがありますか？
ぜひ「期待」してください。個性や特性を否定することはありま
せんが、やはり中には「社会でなかなかうまくやっていけない」と
自信をなくすお子さんや青年期・成人期の人たちがいます。本人は
もちろん、ご家族や周囲の人たちも疲れてしまい、「どうせ頑張っ
ても･･･」という発想になってしまいがちです。ただ、「できない」
のではなく、「できるまでにちょっと時間がかかる」のです。できる
ようになった時の姿を一緒にイメージしながら、ぜひ「期待」して
関わっていただけたらと思います。

－臨床心理士の立場から一言
自分のことや自分の身近な事柄について自分だけで何とかしよ
うとすると、難しいことがたくさんあると思います。特に気がか
りが大きくなっている時は、視野が狭くなりがちです。誰にでも
「生きづらさ、しんどさ」を感じる時はあります。そんな時は、ぜひ
専門の相談機関にお話をされることも、これからの選択肢の一つ
に入れていただけたらと思います。安心してお話していただける
よう、どの相談機関も守秘義務を守っています。どうぞお気軽に
ご利用ください。

幼少期
（小学校入学前まで）

学童期
（小学生・中学生）

成人期
（中学校卒業後）

• 

青
年
・
成
人
の
発
達
障
が
い
に
関

す
る
相
談
会

• 

臨
床
心
理
士
な
ど
専
門
家
に
よ
る

地
域
の
相
談
窓
口

• 

就
労
相
談

• 

小
学
校⇒

中
学
校⇒

高
校
の
連
携

• 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
の
相
談

• 

電
話
で
相
談（
6
・
7
ペ
ー
ジ
参
照
）

• 

相
談
日
の
予
約

• 
個
別
相
談

• 
必
要
に
応
じ
て
3

・

4
へ

小
学
校
と
の
連
携
、
入
学
前
後
の
相
談

• 発達支援教室での
集団指導
• 幼稚園や保育所で
の巡回相談

医療機関などと連携
して子どもの発達を
継続支援

保護者の皆さん、
子どもと向き合う
ことは、楽しいこ
ともあるけれど、
不安やしんどさを
感じることもある
と思います。一人
で抱えこまないよ
う、一緒に考えて
いきましょう。

【切れ目のない支援で支える】

発
達
障
が
い
の
理
解
を
深
め
る
講
演
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

11
月
25
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

 （
開
場 

午
後
1
時
）

11
月
18
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
　
（
開
場 

午
後
1
時
）

発
達
障
害
の
娘
と
30
年

　

〜
ど
う
し
て
ま
わ
り
と

　
　
　
　

う
ま
く
い
か
な
い
の
〜

本
人
の
持
ち
味
の
引
き
出
し
方
と

接
し
方
に
つ
い
て

〜
生
き
に
く
さ
や
引
き
こ
も
り
傾
向

な
ど
、
情
緒
的
な
し
ん
ど
さ
を
抱
え

て
い
る
人
の
支
援
〜

み
と
よ
未
来
創
造
館

山
本
町
保
健
セ
ン
タ
ー

1
5
0
人

定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

11
月
16
日（
金
）ま
で
に
、電
話
ま

た
は
メ
ー
ル
、F
A
X
で
子
育
て

支
援
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
託
児
希
望
者
は
併
せ
て
お
申
し

出
く
だ
さ
い（
先
着
順
で
人
数
に

制
限
が
あ
り
ま
す
）。

11
月
12
日（
月
）ま
で
に
、電
話
ま

た
は
F
A
X
で
福
祉
課
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

☎
73
・
3
0
1
6

F
A
X
73
・
3
0
2
3

E-m
ail

：

kosodate@
city.m

itoyo.lg.jp

☎
73
・
3
0
1
5

F
A
X
73
・
3
0
2
3

発
達
障
害
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

野
田
あ
す
か
さ
ん
の
母

野
田 

恭
子
さ
ん

N
P
O
法
人
さ
ぬ
き
自
立
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
総
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

鷲
見 

典
彦
さ
ん

日
時

日
時

場
所

場
所

定
員

申
し
込
み

申
し
込
み

講
師

講
師

※
野
田
あ
す
か
さ
ん
の
出
演
は

　

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

▲講師 野田 恭子さん（左）

自分のことも相手のことも
大切にしたいですね

臨床心理士さんに

聞きました

123567

4

青年・成人の発達障がいに
関する相談会（※要申込）

10 月 19日（金）
午後 1時 30分～
みとよ未来創造館
16歳以上の当事者およびその
家族、関係者など
臨床心理士が、家庭、学校、職場
などでの困りごとに対して相
談を受けます（偶数月に開催）

福祉課　☎ 73-3015

日 時

場 所

対象者

内 容

申し込み

《特集》
～発達障がいの特性を理解し、周りが適切にサポートする～
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名称および実施場所 対　象 内　　　　　　　容

ことばの相談
（三野町保健センター） 保護者と子ども

ことばの数が増えない、発音
が気になる、なかなかしゃべ
らない・・・など、心配な人か
らの相談

【日程】月1回
【スタッフ】言語聴覚士・保健師　
【連絡先】子育て支援課　☎73-3016

個別相談
（三野町保健センター） 保護者と子ども 発達全般の相談や、就学に関

して気になることなどの相談

【日程】月1～５回
【スタッフ】臨床心理士・保健師
【連絡先】子育て支援課　☎73-3016

発達が気になる子の
発達相談
（三野町保健
センター）

保護者と子ども 子どもの発達や問題行動など
の相談

【日程】月2回（９時～13時）
【スタッフ】特別支援教育士、臨床心理士など　
【連絡先】SESネット代表　秋山茂利
　　　　　080-4998-1137

発達相談
（県発達障害者支援センター
 アルプスかがわ）

発達障がいのある本人、
家族、関係機関

相談支援、発達支援
（家族や所属機関における支
援方法の提案、学校訪問、心
理検査など）
・就労支援相談

【日程】月曜日～金曜日（９時～17時）
【スタッフ】医師、言語聴覚士、心理士、社会福祉士
【連絡先】アルプスかがわ　☎087-866-6001
※来所・訪問相談は、電話にて要予約

青年・成人の発達障がいに
関する相談会
（みとよ未来創造館）

おおむね16歳以上の
当事者やその家族
関係する職場や地域の人

発達障がいの相談や、
就職に関して気になること
などの相談

【日程】偶数月の月1回（13時30分～17時）
【スタッフ】臨床心理士・保健師
【連絡先】福祉課　☎73-3015

指定相談支援事業所
高瀬荘 障がいのある人（知的）

障がいのある人や家族の相談
を受け、必要に応じて障害福
祉サービスなどに繋ぎ、支援
を行う

【日程】月曜日～金曜日（8時30分～17時30分）
【スタッフ】相談支援専門員
【連絡先】高瀬荘　☎74-7811

地域生活支援センター
ありあけ
（観音寺市柞田町）

障がいのある人（精神）

障がいのある人や家族の相談
を受け、必要に応じて障害福
祉サービスなどに繋ぎ、支援
を行う

【日程】月曜日～金曜日（8時30分～17時）
【スタッフ】相談支援専門員
【連絡先】ありあけ　☎57-5501

地域相談支援センター
あおぞら（高瀬町） 障がいのある人

（知的・精神・身体）

障がいのある人や家族の相談
を受け、必要に応じて障害福
祉サービスなどに繋ぎ、支援
を行う

【日程】月曜日～金曜日（8時30分～17時）
【スタッフ】相談支援専門員
【連絡先】あおぞら　　090-6883-4523

障害者就業・
生活支援センター つばさ
（観音寺市流岡町）

就労希望の人 本人・家族・企業など障がいの
ある人の就労相談

【日程】月曜日～金曜日（8時30分～17時）　
【スタッフ】就労支援ワーカー・生活支援ワーカー
【連絡先】つばさ　☎24-8266

ちょっと気になること、気がかりなこと･･･相談してみませんか？
『相談』『交流』『居場所・療育・指導』それぞれの専門家に相談しましょう。

※秘密は厳守
　されます

※要予約

※要申込

名称および実施場所 対　象 内　　　　　　　容

発達支援教室
（山本町保健センター）

発育や発達、子どもの関わり
に不安を持つ親子

ふれあい遊びをしたり、親同
士の育児不安や悩みを話し合
える交流会も行う

【日程】月1回（10時～11時30分）
【スタッフ】臨床心理士・保育士・保健師など
【連絡先】子育て支援課　☎ 73-3016

かるがも教室
（市総合体育館）

保護者と情緒不安定、自閉傾
向、集団行動が取りにくい就
学前の幼児（３歳から）、小学
6年生までの児童

リズム体操・トランポリン・マ
ット・道具などを使った運動

【日程】毎週水曜日（15時15分～16時15分）
【スタッフ】教員、体育指導員
【要件】診断書・面談により選考（年1回更新）　
【連絡先】県子ども家庭課　☎ 087-832-3285

かたつむりの会
（三豊総合病院）

ことばや運動、社会性の発達
に不安がある中学生までの
養育者

交流、情報交換、
親子体験行事、講演会

【日程】毎月1回（10時～11時30分）
【連絡先】三豊総合病院リハビリテーション科
　　　　☎52-3366

ウィズの会
（西讃保健福祉事務所） 発達障がい児（者）を持つ

保護者 勉強会や座談会

【日程】奇数月の第2木曜日（10時～12時）
【スタッフ】保健師他
【連絡先】県西讃保健福祉事務所
　　　　保健対策課　☎25-2052

名称および実施場所 対　象 内　　　　　　　　　　　容

児童デイサービスぐんぐん
（観音寺市池之尻町） 障がいのある幼児・児童

（小学３年生まで）

【児童発達支援】
日常における基本的な動作指導、知識機能
の付与、集団生活への適応訓練を行う
【放課後等デイサービス】
授業終了後または夏休みなどの休日に、生
活能力向上のために必要な訓練、社会との
交流の促進などを行う

【要件】障害者手帳または診断書
【利用方法】福祉課へ申請 障害児支援利
用計画作成 支給決定 事業所と契約
利用開始
【連絡先】福祉課　☎73-3015

児童デイサービスらんらん
（山本町） 障がいのある児童・生徒

（小学4年～高校3年）

【放課後等デイサービス】
障がいがある児童・生徒に、授業終了後ま
たは夏休みなどの休日に、生活能力向上の
ために必要な訓練、社会との交流の促進な
どを行う

【要件】障害者手帳または診断書
【利用方法】福祉課へ申請 障害児支援利
用計画作成 支給決定 事業所と契約
利用開始
【連絡先】福祉課　☎73-3015

COMPASS
発達支援センター観音寺
（観音寺市本大町）

障がいのある児童・生徒
（18歳まで）

【放課後等デイサービス】
授業終了後または夏休みなどの休日に、生
活能力向上のために必要な訓練、社会との
交流の促進などを行う

【要件】障害者手帳または診断書
【利用方法】福祉課へ申請 障害児支援利
用計画作成 支給決定 事業所と契約
利用開始
【連絡先】福祉課　☎73-3015

COMPASS
発達支援センター三豊
（豊中町）

障がいのある幼児・児童・生徒
（18歳まで）

【児童発達支援】
就学前の時期に適した療育を行う　　　　　　　　　　　　　
【放課後等デイサービス】
授業終了後または夏休みなどの休日に、生
活能力向上のために必要な訓練、社会との
交流の促進などを行う

【要件】障害者手帳または診断書
【利用方法】福祉課へ申請 障害児支援利
用計画作成 支給決定 事業所と契約
利用開始
【連絡先】福祉課　☎73-3015

支援センターウィズ
（観音寺市栄町）

発達障がい者（16歳以上）
診断がついていなくても、
発達障がいの特性のある人

【発達障がい者の居場所づくり】
創作活動、お菓子などの制作販売、内職な
どの就労体験
レクリエーション活動（パソコン・カラオ
ケ・野外活動など）社会との交流の促進

【日程】月曜日～金曜日（9時～16時）
　　　活動カレンダーにより変更有
【連絡先】支援センターウィズ
　　　　☎24-8111

音楽療法事業
（高瀬荘）

ことばの遅れが心配な
０歳児から小学６年生
（手帳の所持は問わない）

音楽療法士やピアニストが、音楽を介して
持っている能力を引き出し、コミュニケー
ションの促進を図る

【日程】随時調整
【回数】就学前：月1回（木曜日午前）
　　　小学生：1～2カ月に1回程度
　　　　　　 （土曜日午前）
【連絡先】高瀬荘　☎74-7811
※要申込（登録制）

絵画教室
（高瀬荘など）

発達の遅れが心配な
０歳児から17歳
（手帳の所持は問わない）

絵を通して自己表現を図る
クレパス、絵の具などは持参

【日程】
9時～12時のうち、好きな時間に参加
【場所】
第1土曜日：高瀬地域子育て支援センター
第2土曜日：高瀬荘
【連絡先】高瀬荘　☎74-7811
※要申込（登録制）

通級指導教室
【三豊市】
　●山本小学校
　●詫間小学校
【観音寺市】
　●観音寺小学校

通常の学級において学習す
るのが適切であるが、一部障
がいに応じた特別な指導を
行うことが必要な児童

障がいの状況に応じて自立活動を主体と
した指導・支援を行う
【山本小学校・詫間小学校】
学習障害（LD）、注意欠陥多動性障害
（ADHD）などについての相談・指導・助言
【観音寺小学校】
言語障がいについての相談・指導・助言

【対象】三観地区教育支援委員会（言語・聴
覚・発達障害教育支援委員会）の判定によ
り、入級を認められていること
【要件】希望者は、前年度の7月中旬までに
在籍する学校（園・所）を経由して教育委員
会に希望調査票を提出。
【連絡先】学校教育課　☎73-3131

居場所・療育・指導

交　流

相　談

幼

幼

幼

幼 児

乳 幼 児

児
幼 児

青

幼 児 生徒

幼 児 青生徒

幼 児 青生徒

幼 児 青生徒

青生徒

青生徒

児 生徒

幼 児 生徒

児 生徒

青生徒

乳 幼 児 生徒

幼 児 生徒

幼 児 青生徒

幼 児

青生徒

乳 乳児（0～1歳）
対象者マーク

幼児（1～6歳） 児童（7～12歳）

中・高校生（13～18歳） 青年・成人（18歳以上）

相
談
窓
口

幼少期（小学校入学前まで）

学童期（小学生・中学生）

成人期（中学校卒業後）

全年齢対応
●子育て支援課　☎73-3016　FAX73-3023 
●保育幼稚園課　☎73-3036　FAX73-3023

●学校教育課　☎73-3131　FAX73-3140

●福祉課　☎73-3015　FAX73-3023

●県発達障害者支援センターアルプスかがわ
　☎087-866-6001　FAX087-867-0420
●県ふじみ園相談支援センター
　☎0877-98-3163　FAX0877-98-3126

《特集》
～発達障がいの特性を理解し、周りが適切にサポートする～
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区  分 保育施設名 電話番号 受入年齢 定員

公立

高瀬中央保育所 72-5986 ８カ月～５歳 140人

高瀬南部保育所★ 74-6232 ８カ月～５歳 120人

山本保育所 63-3019 ８カ月～５歳 120人

三野保育所 72-5343 ８カ月～５歳 160人

豊中保育所 62-2010 ８カ月～２歳 120人

松崎保育所★ 83-2115 ８カ月～５歳 90人

詫間保育所 83-2143 ８カ月～５歳 120人

須田保育所 83-3037 １歳～５歳 70人

仁尾保育所 82-3292 ８カ月～５歳 90人

財田保育所 67-2160 ８カ月～３歳 70人

私立 めみか保育園
（豊中町） 23-6911 ３カ月～５歳 60人

私立小規模
保育事業所

小規模保育園
つぼみ（豊中町） 23-7235 ３カ月～2歳 12人

小規模保育園
おひさまランド
（高瀬町）

23-7336 ３カ月～2歳 12人

小規模保育園
ひまわり（三野町） 73-4635 ２カ月～２歳 18人

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分
利用者負担額 (月額 )

2 号認定（3歳以上児） 3号認定（3歳未満児）
階層区分 定　　義 標準時間認定 短時間認定 標準時間認定 短時間認定
第 1 生活保護法による被保護世帯など 0円 0円 0円 0円
第 2 第 1階層を除き、市民税非課税世帯 3,500 円 3,400 円 4,000 円 3,900 円
第 3

市民税の所得割課税額
の区分が次の区分に該
当する世帯

48,600 円未満 10,000 円 9,800 円 12,000 円 11,800 円
第 4 97,000 円未満 21,000 円 20,600 円 23,500 円 23,100 円
第 5 169,000 円未満 25,000 円 24,600 円 35,000 円 34,400 円
第 6 301,000 円未満 27,000 円 26,500 円 44,000 円 43,300 円
第 7 397,000 円未満 27,000 円 26,500 円 45,000 円 44,200 円
第 8 397,000 円以上 27,000 円 26,500 円 45,000 円 44,200 円

保育を必要とする 保育を必要としない

3歳未満児
（0・1・2歳児）

3号認定
（保育所、認定こども園、地域型保育）

保育標準時間
認定不要

保育短時間

3歳以上児
（3・4・5歳児）

2号認定
（保育所、認定こども園など）

保育標準時間
1号認定

（幼稚園、認定こども園など） 教育標準時間
保育短時間

平成31年度 幼稚園入園児幼稚園入園児・保育施設入所児保育施設入所児を募集します
幼稚園や保育施設を利用するには、入園・入所手続きと同時に、
支給認定の申請を行ってください。

幼稚園や保育施設などの利用を希望する人は、保護者の就労状況や希望する施設に応じた「支給認定」
を受ける必要があります。認可外の保育施設を利用する場合は、支給認定は必要ありません。

※保育認定では、就労状況などに応じて次のいずれかを選びます。
●保育標準時間：最長 11時間保育
●保育短時間：8時間保育
※幼稚園希望で預かり保育を希望する場合は１号認定になります。

保育施設（保育所・小規模保育事業所）

３歳児：平成 27年 4月 2日～平成 28年 4月 1日生
４歳児：平成 26年 4月 2日～平成 27年 4月 1日生
５歳児：平成 25年 4月 2日～平成 26年 4月 1日生

幼児・保護者ともに市内に住所があること

午前８時 30分～午後２時

午後２時～最長午後６時
４歳・５歳児で、教育時間終了後に家庭での保育が困

難な幼児が対象です（豊中幼稚園は３歳児も対象）。
希望者は、「預かり保育申込書」「就労証明書」などを
提出してください。
※午前 7時 30分から保育が必要な場合は、各幼稚園
に相談してください。
※ 3歳児の預かり保育は、今後拡大など変更する場合
があります。

【保育料】
市で支給認定を受けた子どもが三豊市立幼稚園
を利用する場合は無料

【給食費】月額 3,300 円

【預かり保育料】
・通常日：日額400円（午後2時～最長午後6時）
・長期休業中：日額600円（夏・冬・春休み期間は、
　　　　　 午前8時～最長午後6時）
※国の幼児教育無償化の動向などにより、今後
変更になる場合があります。

10月 15日（月）～ 11月 9日（金）
午前 8時 30分～午後 5時 15分
※土日、祝日は除きます。

利用申込書、預かり保育申込書などを各幼稚
園に提出してください。申込書は市ホームペー
ジからダウンロードできるほか、市内の保育施
設、幼稚園、各支所、保育幼稚園課、学校教育
課にあります。

０歳児：
【公立保育所】生後８カ月を経過した翌月から
【私立保育所(めみか)・小規模(つぼみ・おひさまラ
ンド)】生後３カ月を経過した翌月から
【小規模（ひまわり）】生後２カ月を経過した日から
１歳児：平成29年4月2日～平成30年4月1日生
２歳児：平成28年4月2日～平成29年4月1日生
３歳児：平成27年4月2日～平成28年4月1日生
４歳児：平成26年4月2日～平成27年4月1日生
５歳児：平成25年4月2日～平成26年4月1日生

乳幼児・保護者ともに市内に住所があり、
保護者の就労などにより、家庭で保育で
きないと認められる場合

【保育短時間】午前８時３０分～午後４時３０分
　土曜日は午後０時３０分まで

【保育標準時間】 午前７時３０分～午後６時３０分
 土曜日は午後０時３０分まで

※高瀬南部保育所、松崎保育所、私立保育所および
小規模保育事業所は土曜午後も実施

利用申込書を希望する保育施設または保育幼稚園
課に提出してください。申込書は、市ホームページ
からダウンロードできるほか、市内の保育施設、幼
稚園、各支所、保育幼稚園課、学校教育課にあります。

10月15日（月）～11月9日（金）
午前８時30分～午後5時15分
※土日、祝日は除きます。

保育施設一覧

★印がついている保育施設は、運営業務を(株)小学館集英社プロダクションが行います。

保育施設保育料一覧表（平成31年度予定）

※子どもが複数人いる場合は、条件によって保育料の軽減があります。※国の幼児教育無償化の動向などにより、今後変更になる場合があります。

▲問い合わせ　保育幼稚園課　☎73－3036

対象児

対象児

幼稚園保育料など（平成31年度予定）

受付期間

申し込み

条 件

条 件

教 育 時 間

預かり保育

保育時間

受付期間

申し込み

幼稚園
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児童扶養手当の算定方法が変わります

▲

問い合わせ　子育て支援課　☎73－3016

お知らせ

▲

問い合わせ　環境衛生課　☎73－3007
金属ごみ・有害ごみを収集します

困ったときは、行政相談をご利用ください

▲

問い合わせ　総務課　☎73－3000　四国行政評価支局　☎087－826－0674

お知らせ

10
月
15
日（
月
）〜
21
日（
日
）は

行
政
相
談
週
間
で
す

　

国
の
仕
事
や
手

続
き
、
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
つ
い
て
苦

情
を
申
し
出
た
が
、

説
明
や
対
応
に
納
得
が
い
か
な
い
な

ど
、
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
委
員
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の
苦
情

な
ど
を
お
聞
き
し
、
問
題
解
決
の
促

進
や
行
政
運
営
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
◆
ま
ち
の
行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）

「
全
部
支
給
」の
対
象
と
な
る
人
の

所
得
限
度
額
を
引
き
上
げ
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
前
年
の
所
得
に

応
じ
て
、
手
当
の
全
額
を
支
給
す
る

「
全
部
支
給
」
と
、
一
部
の
み
を
支
給

す
る
「
一
部
支
給
」
が
あ
り
ま
す
。
平

成
30
年
8
月
分
（
12
月
支
給
）
か
ら
、

全
部
支
給
の
対
象
と
な
る
人
の
所
得
制

限
限
度
額
を
左
表
の
と
お
り
引
き
上
げ

ま
す
。

飼い犬や飼い猫の不妊・去勢手術費の一部を補助します

▲

申し込み・問い合わせ　環境衛生課　☎73－3007
　

犬
や
猫
の
不
必
要
な
繁
殖
の
防
止
と
殺

処
分
の
減
少
を
図
る
た
め
、
飼
い
犬
ま
た

は
飼
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

要
件

次
の
①
〜
⑤
全
て
に
該
当
し
て
い
る
こ
と

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
市
内
で
犬

ま
た
は
猫
を
飼
っ
て
い
る
こ
と

②
県
内
の
動
物
病
院
で
平
成
30
年
4
月
以

降
に
不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
て
い
る

こ
と

③
犬
の
場
合
は
、
登
録
済
み
で
補
助
金
の

申
請
を
す
る
日
以
前
１
年
以
内
に
狂
犬

病
予
防
注
射
を
接
種
し
、
注
射
済
票
の

交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑤
手
術
の
終
了
し
た
日
の
属
す
る
年
度
内

の
申
請
で
あ
る
こ
と

※
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
が
営
利
目
的
で
飼

養
し
て
い
る
場
合
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額

　

犬
ま
た
は
猫
１
匹
に
つ
き
、
３
千
円

（
当
該
年
度
に
お
い
て
、１
世
帯
に
つ
き
、

犬
ま
た
は
猫
の
い
ず
れ
か
１
匹
ま
で
）

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
補
助
金
交
付
申
請
書
お
よ
び
請
求
書

※
様
式
は
、
環
境
衛
生
課
ま
た
は
各
支
所
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
領
収
書
（
不
妊
・
去
勢
手
術
費
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
も
の
で
、
手
術
日
の
記
載

が
あ
る
も
の
）

・
印
鑑

・
申
請
す
る
人
の
通
帳

・
犬
の
場
合
、
登
録
番
号
お
よ
び
狂
犬
病

予
防
注
射
済
票
番
号

福祉タクシー券 ご意見を募集します

▲

問い合わせ　田園都市推進課　☎73－3011

▲

問い合わせ　福祉課　☎73－3015
　

次
の
計
画
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

三
豊
市
第
２
次
総
合
計
画

　

心
豊
か
に
人
を
育
み
、
未
来
に
夢
を

抱
く
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
の
実
現
に
向

け
て
、
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

※
本
計
画
の
う
ち
、
基
本
構
想
と
基
本

　

計
画
に
つ
い
て
意
見
を
募
集

資
料
閲
覧
場
所

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
田
園
都
市
推
進

課
お
よ
び
各
支
所

意
見
の
提
出
方
法

メ
ー
ル
、
郵
送
、
F
A
X
（
送
信
後

要
連
絡
）
ま
た
は
持
参

募
集
期
間
　

10
月
中
旬
〜
下
旬

※
詳
し
い
日
程
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
て
公
表

提
出
先　

田
園
都
市
推
進
課

　

市
内
在
住
の
80
歳
以
上
（
平
成
30
年

４
月
１
日
現
在
）
の
人
に
、
タ
ク
シ
ー

運
賃
の
助
成
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
期
間
は

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
。

　

ま
だ
受
け
取
っ
て
い

な
い
人
は
、
住
所
地
の

支
所
（
高
瀬
町
の
人
は

福
祉
課
）
で
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

都市計画についての説明会と公聴会を開催します

▲

問い合わせ　土木管理課　☎73－3048

お知らせ

　

今
年
度
中
に
詫
間
町
の
中
央
児
童
公

園
（
都
市
公
園
）
の
廃
止
を
予
定
し
て

お
り
、
そ
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
そ
の
後
、
都
市
計
画
の

変
更
計
画
素
案
に
つ
い
て
の
公
聴
会
を

開
催
し
ま
す
。

説
明
会

日
時　

10
月
19
日
（
金
）
午
後
2
時
〜

場
所　

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー

※
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

素
案
の
閲
覧

日
時　
10
月
23
日（
火
）〜
11
月
6
日（
火
）

場
所　

土
木
管
理
課

公
聴
会

日
時　

11
月
15
日
（
木
）
午
後
2
時
〜

場
所　

危
機
管
理
セ
ン
タ
ー

※
公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う

と
す
る
人
は
、
11
月
6
日（
火
）ま
で
に
、

公
述
申
出
書
に
、
要
旨
を
4
0
0
字

詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
に
ま
と
め

た
も
の
を
添
付
し
て
、
郵
送
（
当
日

消
印
有
効
）
ま
た
は
土
木
管
理
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

※
公
述
の
申
出
書
が
多
数
の
場
合
や
同
じ

よ
う
な
意
見
が
多
く
あ
る
場
合
は
、
公

述
を
制
限
し
た
り
、
公
述
人
を
選
定
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
公
述
の
申
出
書
が
な
い
場
合
は
、
公
聴

会
を
中
止
し
ま
す
。

※
傍
聴
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
傍
聴
人
は
発
言
で
き
ま
せ
ん
。

収
集
日　

10
月
31
日
（
水
）

※
午
前
８
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
場
所

　

自
治
会
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

収
集
品
目
と
出
し
方

①
乾
電
池

②
蛍
光
灯
・
電
球

③
水
銀
体
温
計
・

　

水
銀
温
度
計

④
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー

⑤
金
属
ご
み
（
や
か

ん
、
鍋
、
フ
ラ
イ

パ
ン
、
傘
の
骨
な

ど
の
家
庭
用
金
属

製
品
）

　

５
つ
の
品
目
ご
と
に

分
け
て
、
キ
ャ
リ
ー
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

注
意
事
項

・
50
㎝
以
上
の
も
の
は
、
粗
大
ご
み
に

な
り
ま
す
。

・
傘
は
、
骨
以
外
の
ビ
ニ
ー
ル
や
布
を

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

・
事
務
所
や
商
店
、
農
業
な
ど
の
事
業

活
動
に
伴
う
ご
み
は
回
収
で
き
ま
せ

ん
。

※
市
役
所
・
各
支
所
の
持
込
場
所
で
も
、

毎
月
２
回
（
第
２
・
４
日
曜
日
の
午

前
７
時
〜
９
時
）
に
回
収
し
て
い
ま

す
。

お知らせ
受け取っていますか

くらし

くらし

高
瀬
町

山
本
町

三
野
町

豊
中
町

詫
間
町

仁
尾
町

財
田
町

白
川　

忠
澄

金
山　

誠
司

永
江　

喜
明

神
原　

道
央

西
山　

佳
代
子

土
山　

修
身

大
西　

誠
二

　

今
月
の
行
政
相
談
の
日
程
は
、

広
報
25
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

扶養
親族
の数

０人
１人
２人
３人
４人

920,000
1,300,000
1,717,000
2,271,000
2,814,000

190,000
570,000
950,000
1,330,000
1,710,000

全部支給となる所得制限限度額
（受給資格者本人の前年の所得）

所得ベース
（これまで）

資
料
閲
覧
場
所

意
見
の
提
出
方
法

募
集
期
間

提
出
先

収
集
日

収
集
場
所

収
集
品
目
と
出
し
方

注
意
事
項

要
件

日
時

場
所

日
時

場
所

日
時

場
所

補
助
金
額

手
続
き
に
必
要
な
も
の

1,220,000
1,600,000
2,157,000
2,700,000
3,243,000

490,000
870,000
1,250,000
1,630,000
2,010,000

収入ベース
（H30.8～）

所得ベース
（H30.8～）

収入ベース
（これまで）

➡
➡
➡
➡
➡

➡
➡
➡
➡
➡

募集
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介
護
予
防
の
知
識
の
普
及
や
高
齢
者
へ
の

声
か
け
・
見
守
り
活
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
む
た
め
の
講
座
で
す
。

日
時
・
内
容

●
10
月
29
日
（
月
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
20
分

・
市
の
高
齢
者
に
関
す
る
現
状

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
紹
介

・
衛
生
面
に
つ
い
て

・
お
手
玉
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

●
10
月
30
日
（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

・
認
知
症
の
理
解

・
み
と
よ
元
気
体
操

・
口
腔
衛
生
に
つ
い
て

・
高
齢
者
の
食
と
栄
養

・
車
い
す
体
験

・
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に
つ
い
て

※
昼
食
は
各
自
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

※
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

（
総
合
事
業
）
の
住
民
主
体
に
よ
る
支
援

（
サ
ー
ビ
ス
B
）
を
行
う
人
は
こ
の
講
座

の
受
講
が
必
要
で
す
。

場
所　

み
と
よ
未
来
創
造
館

対
象　

市
内
在
住
で
、
両
日
と
も
参
加
で
き

　
　
　

る
人

定
員　

40
人　

※
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付

　
　
　

を
終
了
し
ま
す
。

申
し
込
み
期
間

　
10
月
１
日
（
月
）
〜
19
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　

※
土
日
、
祝
日
を
除
く

　

講
座
を
修
了
し
た
人
は
、「
受
講
修
了
証
」

が
交
付
さ
れ
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
認
め
ら
れ
ま
す
。

市営住宅の入居者を募集します

▲

申し込み・問い合わせ　住宅課　☎73－3045

▲

申し込み・問い合わせ　地域包括支援センター（介護保険課内）　☎73－3017

団地名（所在） 間　取　り（構　造）棟号室 建設年度
使　　用　　料

※入居する人の所得に応じて決定

　

次
の
と
お
り
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

対
象
者

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

・
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
人

・
同
居
の
親
族
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
い
る
人
（
事
実
上
婚
姻
関
係

に
あ
る
人
や
婚
約
者
を
含
む
）

　

※
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
、
単
身

入
居
も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
住
宅

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

・
市
町
村
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

・
世
帯
の
月
額
所
得
が
基
準
の
範
囲
内
で

あ
る
こ
と

・
申
込
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員

で
な
い
こ
と

入
居
予
定
時
期　

11
月
中
旬
以
降

必
要
書
類

・
申
込
書
お
よ
び
申
立
書
な
ど
（
住
宅
課
、

各
支
所
に
あ
り
ま
す
）

・
入
居
予
定
者
全
員
の
住
民
票

・
所
得
証
明
書
お
よ
び
完
納
証
明
書

（
学
生
を
除
く
15
歳
以
上
の
人
）

提
出
先
　
住
宅
課

受
付
期
間

　

10
月
1
日
（
月
）〜
15
日
（
月
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

　

※
土
日
、
祝
日
を
除
く

受
付
期
間

提
出
先

必
要
書
類

入
居
予
定
時
期

対
象
者

日
時
・
内
容

場
所

対
象

定
員

申
し
込
み
期
間

３Ｋ
簡易耐火２階建
汲取りトイレ

３ＤＫ
中層耐火５階建
水洗トイレ
（４階）

３ＬＤＫ
耐火２階建
水洗トイレ

74

1-402

1-404

2-404

2-405

2-406

2-503

2-504

2-505

2-506

昭和５４年度

平成１０年度

平成１０年度

平成１2年度

平成４年度

勝間団地
（高瀬町下勝間）

前田団地
（高瀬町比地中）

宮尾団地
（財田町財田中）

定住促進住宅
高瀬中央

（高瀬町比地中）

※エレベーター無し

11,800円 ～ 23,300円

14,000円 ～ 22,000円

12,000円 ～ 20,000円

20,400円 ～ 40,000円

22,500円 ～ 44,200円

３ＤＫ
中層耐火５階建
水洗トイレ
（５階）

３LＤＫ
中層耐火３階建
水洗トイレ

Ａ-201

107

※定住促進住宅高瀬中央については、市外の人でも申し込み可能です。

募集 介護予防ボランティア養成講座参加者を募集します

▲

問い合わせ　環境衛生課　☎73－3007
浄化槽などのお知らせ

10
月
１
日
は
浄
化
槽
の
日

　

浄
化
槽
は
、
家
庭
か
ら
の
生
活
雑
排
水

や
水
洗
便
所
排
水
を
処
理
し
、
き
れ
い
な

水
を
河
川
や
水
路
に
放
流
す
る
た
め
の
施

設
で
す
。
各
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
浄

化
槽
の
機
能
を
正
常
に
維
持
す
る
た
め
に

は
、
定
期
的
な
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定

検
査
の
受
検
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
「
水
と
緑
の
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
と
し
て
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を

対
象
に
、
浄
化
槽
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
次
の
３
項
目
に
係
る
経
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

①
保
守
点
検

　

浄
化
槽
の
装
置
が
正
し
く
働
い
て
い
る

か
点
検
し
、
清
掃
の
時
期
の
判
定
や
消
毒

剤
の
補
充
を
行
い
ま
す
。
４
カ
月
に
１
回

以
上
受
け
ま
し
ょ
う
。

②
清
掃

　

浄
化
槽
内
の
汚
泥
な
ど
の
引
き
出
し
や

装
置
の
洗
浄
を
１
年
に
１
回
以
上
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

③
法
定
検
査

　

浄
化
槽
の
処
理
水
の
水
質
を
検
査
し
、

機
能
が
正
常
か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
。

設
置
後
３
カ
月
を
経
過
し
て
か
ら
５
カ
月

以
内
に
受
け
る
法
第
７
条
検
査
と
、
そ
の

後
１
年
に
１
回
受
け
る
法
第
11
条
検
査
が

あ
り
ま
す
。
検
査
は
、
香
川
県
知
事
指
定

検
査
機
関
で
あ
る
公
益
社
団
法
人
香
川
県

浄
化
槽
協
会
が
行
い
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
維
持
管
理
費
補
助
金

対
象
者　

市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
専
用

住
宅
の
合
併
処
理
浄
化
槽
（
20
人
槽
以

下
）
に
対
し
て
、
適
正
な
維
持
管
理

（
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
）
を

同
一
年
度
に
実
施
し
た
人

補
助
金
額　

3
0
’0
0
0
円
（
限
度
額
）

必
要
書
類

・
補
助
金
交
付
申
請
書
（
環
境
衛
生
課
、

各
支
所
に
あ
り
ま
す
）

・
保
守
点
検
、
清
掃
お
よ
び
11
条
法
定
検

査
の
領
収
書

・
11
条
法
定
検
査
結
果
書
の
写
し
（
「
不

適
正
」
で
な
い
も
の
）

提
出
先　

環
境
衛
生
課
、
各
支
所

注
意
事
項

　

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３

月
31
日
ま
で
に
実
施
し
た
人
は
、
平
成
31

年
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

集
落
排
水
施
設
の
世
帯
人
数
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

集
落
排
水
施
設
の
月
額
使
用
料
は
、
基

本
使
用
料
と
世
帯
人
数
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

世
帯
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

使
用
人
員
変
更
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

印
鑑
を
持
っ
て
、
環
境
衛
生
課
、
各
支
所

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
集
落
排
水
施
設
は
、
高
瀬
町

（
上
高
瀬
第
一
地
区
）、
三
野
町
（
大
見

地
区
）、
詫
間
町
（
大
浜
、
潟
・
満
、
上

新
田
地
区
）、
仁
尾
町
（
北
草
木
地
区
）

で
す
。

くらし

募集

対
象
者

補
助
金
額

必
要
書
類

注
意
事
項

提
出
先



デイリー版ほっとニュースは

市ホームページで

音楽を間近で感じる1日

三豊をAIの研究開発・
人材育成拠点に

市民一人ひとりが人権を考えよう 若手芸術家が活動の集大成を展示

みとよのブドウを収穫！

「行ってみたい夕日絶景ランキング」
父母ヶ浜 全国1位！

9／2  浪打八幡宮（詫間町）2  浪打八幡宮（詫間町）

8／20  三豊市役所20  三豊市役所

8／21  マリンウェーブ21  マリンウェーブ
8／19～26  日々 の笑学校19～26  日々 の笑学校

9／5  市内ブドウ園地5  市内ブドウ園地

第 6回となる浪打の森ジャズフェスティバルが開催さ
れました。全 11団体が出演し、生演奏を披露。来場者
はノリの良いジャズやソウルのリズムに引き込まれ、秋
の始まりを感じました。

市と東京大学大学院松尾研究室の二者なら
びに香川高専を加えた三者で、人工知能（AI）
技術による地域活性化のための連携協力につ
いて合意書の締結を行いました。山下市長は、
「三豊に来ればAI の実証実験の場があること
を広く発信し、興味のある人にどんどん地域
に入ってきてもらいたい。人・農業・企業に
還元していきたい」と今後の抱負を話しました。
また、香川高専詫間キャンパスで行った市
主催のAI サマースクールには、高校生から大
学院生まで 35 人が参加。人工知能の基礎を
学ぶ特別なカリキュラムで講義が進められま
した。受講者は、最新の人工知能の話に興味
深く聞き入り、プログラミング演習を通して
理解を深めました。

桜井・法貴グローバル教育研究所代表の桜井高志先生を講師
に迎え、人権・同和問題講演会が行われました。日本と西洋の
人権の考え方の違いに、来場者は興味深く耳を傾けていました。

5月から粟島に滞在し、島民とともに作品を制作
していた作家による作品展が開催されました。作品
は大小島真木さんの「鯨群の詩」とマユール・ワイ
ェダさんの「文化の糸」。アーティスト自らが創作
意図や作品に込めた思いを解説し、訪れた人たちは
興味深く作品に目を向けました。また、8月 21 日
には校長である日比野克彦さん出席のもと、粟島芸
術家村退村式が行われ、2人は島民の皆さんに作品
制作に協力してくれたことへの感謝を述べました。

比地大小学校の 5年生 10 人と、桑山小学校の 6年生 20 人
がブドウの収穫を体験。この日児童たちが収穫したシャインマ
スカットは南部学校給食センターに運ばれ、翌日の給食で提供
されました。貴重な体験に子どもたちの笑顔があふれました。

大手旅行情報誌じゃらんが行った、
日本国内で見ることができる「行って
みたい夕日絶景ランキング」で父母ヶ
浜が 1位を獲得しました。風のない
干潮時の潮だまりが天空を映し出すこ
とから「日本のウユニ塩湖」と称され、
SNS で話題となっています。この海
岸は、ボランティア団体「ちちぶの会」
が 20年以上清掃を行って守り抜いて
きた海岸です。その地元の人たちの誇
りである美しい海岸が、今回夕日絶景
の全国 1位に選ばれました。

▲潮だまりに天空を映し出す父母ヶ浜の様子
▲左から、東京大学大学院松尾豊特任准教授、山下市長、香川高専安

あ そ

蘇芳雄校長

▲プログラミング演習では、機械学習や
ディープラーニングを学びました

▲松尾研究室の皆さんが講師を
務めました

▲大小島真木さんの作品。天井にも飾られた大きな鯨を見上げるのは、
作品の制作を支えてきた粟島が～るの皆さん

▲マユール・ワイェダさんの作品。天井から無数に下りている糸の隙間
をぬって作品鑑賞

▲とれたてブドウ、
いただきます♪

▲

ブドウの収穫方法を生産者から教わります ▲

収穫の様子

▲上手に収穫できました

▲講師の桜井高志先生

提供：三豊市観光交流局

8／24・25
AIサマー
スクール

8／21
退村式

桑山
小学校

比地大
小学校
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対
象
者
に
は
水
色
の
予
診
票
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
希
望
者
は
医
療
機
関
で
予
約
を
し

て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
、
昭
和
29
年
3
月
31

日
以
前
に
生
ま
れ
た
65
歳
以
上
の
人

※
昭
和
28
年
10
〜
12
月
生
ま
れ
の
人
は
65
歳

の
誕
生
日
以
降
に
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

※
昭
和
29
年
１
〜
３
月
生
ま
れ
の
人
に
は
予

診
票
を
送
付
し
ま
せ
ん
。
希
望
者
は
65
歳

の
誕
生
日
以
降
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
60
〜
64
歳
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の

機
能
に
障
が
い
が
あ
る
人
、
ま
た
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障

が
い
が
あ
る
人

※
い
ず
れ
も
身
体
障
が
い
者
１
級
に
該
当
す

る
人
が
対
象
で
す
。

接
種
期
間

　

平
成
31
年
３
月
31
日
（
日
）
ま
で

　

な
る
べ
く
12
月
中
旬
ま
で
に
受
け
ま
し
ょ

う
。

接
種
費
用　

１
，
２
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
ま
た
は
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
に
は
、
接
種
費
用
が
無
料
と
な
る

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。
予
防
接
種
を
受

け
る
前
に
本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
な
ど
）
と
印
鑑
を

持
っ
て
、
健
康
課
ま
た

は
各
支
所
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ

▲

問い合わせ　健康課　☎73－3014

▲

問い合わせ　健康課　☎73－3014

対
象
者

接
種
期
間

接
種
費
用

がん検診・健康診査のお知らせ

▲

問い合わせ　健康課　　　　　　　　　　　　　☎73－3014　　　　
県後期高齢者医療広域連合事務局　☎087－811－1866

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

療
養
の
給
付
に
つ
い
て

　

被
保
険
者
が
、
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り
保

険
医
療
機
関
な
ど
に
か
か
る
と
き
、
保
険

証
を
提
出
す
れ
ば
療
養
の
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
費
用
は
か
か
っ
た
医

療
費
の
自
己
負
担
額
（
原
則
1
割
、
現
役

並
み
所
得
の
あ
る
方
は
3
割
）
を
窓
口
で

支
払
い
、
残
り
の
額
を
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
保
険
医
療
機
関
な
ど
に
支

払
い
ま
す
。

　
療
養
費
に
つ
い
て

い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
し
た
と
き

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
い
っ
た
ん
全
額

を
本
人
が
支
払
い
、
あ
と
か
ら
健
康
課
ま

た
は
各
支
所
へ
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
る

と
自
己
負
担
額
以
外
の
部
分
が
「
療
養

費
」
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
や
む
を
得
ず
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

を
持
た
ず
に
診
療
を
受
け
た
と
き

○
海
外
渡
航
中
に
治
療
を
受
け
た
と
き

（
治
療
目
的
の
渡
航
は
除
く
）

○
緊
急
の
手
術
や
重
病
な
ど
や
む
を
得
な

い
理
由
に
よ
り
、
医
師
が
認
め
た
入

院
、
転
院
を
す
る
場
合
で
、
か
つ
救

急
車
で
の
搬
送
が
困
難
な
移
送
と
な

っ
た
と
き
（
移
送
費
）

○
医
師
の
指
示
で
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治

療
用
装
具
を
作
っ
た
と
き

○
医
師
の
同
意
を
得
て
、
あ
ん
ま
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
は
り
・
灸
な
ど
の
施
術
を

受
け
た
と
き

柔
道
整
復
（
接
骨
院
・
整
骨
院
）
の

か
か
り
方

　

柔
道
整
復
（
接
骨
・
整
骨
・
骨
つ
ぎ
）

と
は
、
骨
や
関
節
・
筋
肉
の
ケ
ガ
（
す
べ

っ
た
り
、
転
ん
だ
り
、
ぶ
つ
け
た
り
し
た

と
き
の
新
し
い
負
傷
）
の
治
療
・
応
急
手

当
を
目
的
と
す
る
施
術
で
す
。

　

単
な
る
肩
こ
り
・
腰
痛
・
肉
体
疲
労
の

た
め
の
施
術
や
、
症
状
改
善
が
見
ら
れ
な

い
長
期
の
治
療
な
ど
は
、
保
険
適
応
に
な

り
ま
せ
ん
。

接
骨
院
・
整
骨
院
に
か
か
る
と
き
は
…

〇
負
傷
の
原
因
を
正
し
く
伝
え
て
施
術
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

〇
治
療
が
長
引
く
場
合
は
、
一
度
医
師
の

診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

くらし

お知らせ

健康

　

施
術
内
容
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
接
骨
院
・
整
骨
院
か

ら
の
請
求
の
中
に
は
保
険
の
対
象
と
な

ら
な
い
施
術
に
つ
い
て
の
請
求
や
、
不

適
切
な
請
求
が
見
つ
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
適
正
な
保
険
給
付
の
た
め
に
調

査
が
必
要
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、

被
保
険
者
に
県
広
域
連
合
事
務
局
よ

り
「
負
傷
原
因
」
「
施
術
年
月
日
」

「
施
術
内
容
」
な
ど
を
照
会
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
領
収
書
は
保
管
し
て
お

き
、
照
会
が
あ
れ
ば
、
回
答
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●胃がん、大腸がん、結核・肺がん検診
　集団検診を下記の日程で行います。受診の際には８月末に届いた白い封筒を必ず持参してくださ
い。詳しくは同封の「ご案内」をご覧ください。胃がん検診（午前のみ）は予約制です。

　がん検診の申し込みをまだしていない人は、健康課までお問い合わせください。
　子宮頸がん検診や乳がん検診、大腸がん検診の無料クーポンが届いた人は、この機会にぜひ、がん
検診を受けましょう。

　大腸がん・前立腺がん検診は指定医療機関で１０月３１日（水）まで、子宮頸がん・乳がん検診
は指定医療機関で１２月末まで受診できます。医療機関用の受診票が必要です。まだ申し込みをし
ていない人は、健康課までお問い合わせください。

●指定医療機関検診

検診日

10月16日（火）
10月17日（水）
10月18日（木）
10月19日（金）
10月21日（日）
10月22日（月）
10月24日（水）
10月25日（木）
10月26日（金）
10月27日（土）
10月28日（日）
10月29日（月）
10月30日（火）
10月25日（木）
11月５日（月）
11月６日（火）
11月７日（水）

場　所 結核･肺がん検診、大腸がん検診
受付時間 胃がん検診

がん検診

　集団検診で特定健康診査・健康診査を受診していない人は、三豊市・観音寺市の
指定医療機関で10月31日（水）まで受診できます。受診の際には6月に届いている
水色の封筒と健康保険証を必ず持参してください。受付時間は医療機関にお問い合
わせください。

健康診査

※10月21日、27日、28日は土日検診を行います。

市民交流センター

三野町保健センター

大見公民館

市民センター仁尾

胃がん検診は
申し込みをして
いる人に、個人
通知で日時を
お知らせします。
（完全予約制）

9：00～11：00

9：00～11：00

9：00～11：00

13：30～14：00

《
県
広
域
連
合
事
務
局
か
ら
の
お
願
い
》
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お
楽
し
み

秋
の
イ
ベ
ン
ト
・
お
祭
り
情
報

い
っ
ぱ
い

10/7
（日）

10/20
（土）

第21回本山太鼓まつり

豊中町内16台の太鼓台が豪華絢爛な雄姿を
競います。開会セレモニーは午後7時から、熱
気溢れる太鼓台の担きあげは午後7時20分
から始まります。少雨決行、悪天候の場合は
中止。

10/14
（日）

時間　午後6時30分～
場所　ゆめタウン三豊　駐車場
時間　
場所　

豊中町本山の各地
域から太鼓台や獅
子舞が集結します。
※周辺に駐車場は
　ありません。

時間　午後6時～
場所　JA香川県豊中支店 駐車場
時間　
場所　

▶問い合わせ　本山太鼓まつり実行委員会
　　　　　　　☎62-3276（横田）

獅子舞の共演、よ
さこい踊り、山本長
刀踊り、阿波踊り、
仁尾竜翔太鼓、やま
もと音頭総踊り、大
抽選会などを開催。

時間　午前９時～　
場所　山本ふれあい公園
時間

場所

▶問い合わせ　やまもと爽郷まつり実行委員会
　　　　　　　☎63-4692
　　　　　　　（平日 午前9時30分～11時30分）

10/
20・21
（土・日）

第6回つくるフェスティバル 第21回どぶろくまつり10/20
（土）

アート・クラフト作
家による展示即売、
パン＆スイーツマル
シェ、地元の伝統と
食＆ワークショップ
など。

時間　20日：午前10時～午後5時
　　　21日：午前9時～午後4時
場所　宗吉瓦窯跡史跡公園、宗吉かわらの里展示館

時間　

場所

▶問い合わせ　まちづくり推進隊みの内
　　　　　　　「つくるフェスティバルinみとよ」事務局
　　　　　　　☎73-6228

どぶろくの振る舞い、
子ども演芸大会、
獅子舞・太鼓台披
露。餅まきは午後6
時から。
※駐車場は笠田小
　運動場を利用してください。

時間　午後3時～　
場所　宇賀神社（豊中町）
時間

場所

10月下旬－
11月中旬 文化祭
絵、書、写真、俳句、短歌、木工、陶芸、生け花など、市民の皆さんの力作を展
示します。また、舞踊やコーラス、マジックなどの芸能発表も行います。お茶会
やコーヒーサロンなど協賛行事も多数開催しますので、ぜひお越しください。

 9/29（土）

～

11/29（木）
11/3
（土・祝）

山本町河内の大喜多家
や財田町財田中の大矢
家など、山本・財田を中
心に三豊の豪家について、
繁栄と伝統を写真パネ
ルなどで紹介します。

▶問い合わせ　文書館　☎63-1010

農産物品評会やテント
村など。スタンプラリー
や案山子コンクールも開
催します。

時間　午前9時～　
場所　朝日山森林公園
時間

場所

※日時・場所などは変更になることがあります。
※山本町の作品展示は、年間を通して山本町生涯学習センターで開催しています。

地　区 内　容 日　時
11月3日(土・祝) 10：00～16：00
     　4日（日） 9：00～15：00
11月4日（日） 9：30～14：30
11月2日（金）～15日（木） 9：00～20：00
11月17日(土)～29日(木） 9：00～20：00
11月11日（日） 13：00～16：00
11月3日（土・祝) 13：00～16：00
     　4日（日） 9：00～15：30
11月4日（日） 9：00～15：30

11月11日（日） 8：00～15：00
  
11月11日（日） 8：00～17：00
11月17日（土） 12：00～16：30
11月18日（日） 9：00～14：00
11月18日（日） 9：00～15：00
11月3日（土・祝） 9：30～18：00
     　4日（日） 9：30～16：00
11月4日（日） 10：00～15：00
11月10日（土） 9：00～17：00
     　11日（日） 9：00～15：00
11月10日（土） 10：00～15：30
11月2日（金） 13：00～18：00
     　3日（土・祝） 9：00～18：00
     　4日（日） 9：00～15：00
10月28日（日） 13：30～16：30
10月27日（土） 13：00～18：00
     　28日（日） 9：00～16：00
10月28日（日） 12：30～16：00

みとよ未来創造館

山本町生涯学習センター（山本小）
山本町生涯学習センター（保・幼・中）
山本町農村環境改善センター
  
三野町体育センター
  
大見幼稚園、三野町はつらつセンター
大見小学校、大見分館
大見小学校
吉津小学校

吉津小学校、吉津幼稚園
  
豊中町農村環境改善センター、豊中支所前、
市民交流センター、芙蓉文化の里館
市民交流センター

詫間福祉センター、マリンウェーブ
  
マリンウェーブ 
  

仁尾町体育センター
  
  
財田町公民館、財田支所
健やかプラザ「コスモス」
財田町公民館

文化協会高瀬支部
☎72－5367（大井）

作品展示

芸能発表

作品展示

芸能発表

作品展示

芸能発表

作品展示

芸能発表
分館合同カラオケ大会
作品展示
芸能発表

作品展示

芸能発表

作品展示

ステージ発表

作品展示

芸能発表

作品展示

芸能発表

高瀬町

山本町

豊中町

詫間町

仁尾町

財田町

場　所 問い合わせ

三野町

下
高
瀬

大
見

吉
津

文化協会山本支部
☎63－1041

三野町公民館
☎73－3114

豊中町公民館
☎62－1155

文化協会仁尾支部
☎82－2193（三野）

財田町公民館
☎67－0108

文化協会詫間支部
　080－6281－8811

▶問い合わせ　どぶろくまつり実行委員会
　　　　　　　　090-6654-9038（大西）

▶問い合わせ　
　朝日山森林公園を守る会　　090-3787-3307（近田）

▶問い合わせ
　とよなか秋のまつり実行委員会
　　080-3922-7863（田中）

時間　午前9時～午後5時　　場所　文書館時間 場所

休館日　月曜、 祝日、 10月31日

第16回やまもと爽郷まつり

第14回とよなか秋のまつり

朝日山森林公園 秋まつり文書館秋期企画展
「三豊の豪家～山本と財田～」
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中
学
生
が
１
日
補
導
員
を
体
験

　

７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の

期
間
は
、「
夏
の
青
少
年
非
行
・
被
害

防
止
県
民
運
動
」
で
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
、
７
月
24
日
（
火
）
に
は
、
市

内
中
学
校
７
校
の
代
表
生
徒
各
２
名

が
中
学
生
１
日
補
導
員
と
な
り
、
ゆ

め
タ
ウ
ン
三
豊
や
三
豊
警
察
署
を
訪

問
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
訪
問
先
で
は
、
中
学

生
に
よ
る
万
引
き
や
非
行
の
現
状
に

つ
い
て
の
話
を
聞
き
、「
万
引
き
は
窃

盗
罪
と
い
う
犯
罪
で
あ
り
、
絶
対
に

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
」
と
改

め
て
強
く
認
識
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
や
警
察
、
地
域
が
連

携
し
て
青
少

年
の
非
行
・

喫
煙
を
防
止

す
る
た
め
の

取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、

「
中
学
生
と

し
て
自
分
た

ち
に
で
き
る

こ
と
は
何
か
」 風

水
害
か
ら

身
を
守
る

　

風
水
害
に
は
、
主
に
大
雨
に
よ
る
被

害
と
台
風
に
よ
る
被
害
が
あ
り
ま
す
。

大
雨
が
降
る
と
、
川
が
溢
れ
て
洪
水
が

発
生
し
た
り
、
が
け
崩
れ
や
土
石
流
な

ど
の
土
砂
災
害
が
起
き
た
り
し
ま
す
。

台
風
が
接
近
す
る
と
、
暴
風
や
高
潮
に

よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
す
。

　

近
年
は
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
被

害
が
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
、
特
に
今

年
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
や
台
風
21

号
に
よ
っ
て
、
各
地
に
大
き
な
被
害
の

発
生
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
雨
の
降
り
方

も
年
々
、
局
地
化
・
集
中
化
・
激
甚
化

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

気
象
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、「
異
常
気
象
」

「
想
定
外
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に

し
ま
す
が
、
度
重
ね
て
起
こ
る
風
水
害

に
は
、
も
は
や
過
去
の
常
識
は
通
用
し

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
今
ま
で

大
丈
夫
だ
っ
た
か
ら
…
」
と
い
う
意
識

が
こ
れ
か
ら
は
命
取

り
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

風
水
害
か
ら
自
分

の
身
を
守
る
た
め
に
、

今
一
度
、
正
し
い
知

識
を
身
に
付
け
、
対

策
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

引
き
続
き

台
風
の
備
え
を

　

台
風
は
７
〜
10
月
に
か
け
て
、
発

生
・
接
近
・
上
陸
の
数
が
最
も
多
く
な

り
ま
す
。
今
後
は
、
発
生
か
ら
消
滅
ま

で
の
期
間
が
長
い
長
寿
台
風
に
な
る
傾

向
が
あ
り
、
不
規
則
な
進
路
を
と
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

台
風
が
接
近
し
て
災
害
発
生
の
恐
れ

が
高
ま
っ
て
き
た
場
合
に
は
、
台
風
情

報
と
合
わ
せ
て
大
雨
、
暴
風
、
高
潮
な

ど
の
警
報
や
注
意
報
な
ど
、
気
象
台
が

発
表
す
る
情
報
を
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
収
集
し
て
く
だ

さ
い
。
加
え
て
、
市
か
ら
発
令
す
る
避

難
情
報
に
よ
り
、
状
況
に
応
じ
た
適
切

な
対
応
で
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

を
考
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

１
日
補
導
員
を
体
験
し
た
生
徒
た

ち
は
、「
非
行
は
行
わ
な
い
」「
交
通
ル

ー
ル
を
遵
守
す
る
」
と
い
う
決
意
を

固
め
、
周
り
の
中
学
生
に
も
正
し
い

行
動
や
生
活
の
あ
り
方
を
伝
え
て
い

く
必
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で

つ
ら
い
思
い
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

職
場
に
お
け
る
妊
娠
・
出
産
・
育
児

休
業
・
介
護
休
業
な
ど
を
理
由
と
す
る

「
不
利
益
取
扱
い
」
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

で
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

事
業
主
か
ら
の
不
利
益
取
扱
い

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
…

・
妊
娠
し
た
、
出
産
し
た

・
妊
婦
検
診
、
つ
わ
り
や
切
迫
流
産
で

仕
事
を
休
ん
だ

・
産
前
・
産
後
休
業
を
取
っ
た

・
育
児
休
業
、
介
護
休
業
を
取
っ
た

こ
ん
な
扱
い
を
受
け
た
ら
法
違
反
！

・
解
雇
さ
れ
た

・
契
約
が
更
新
さ
れ
な
か
っ
た

・
減
給
さ
れ
た

・
通
常
で
は
あ
り
得
な
い
よ
う
な
配
置

転
換
を
さ
れ
た

上
司
・
同
僚
か
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

・
「
他
の
人
を
雇
う
の
で
早
め
に
辞
め

て
も
ら
う
し
か
な
い
」

・
「
あ
な
た
が
早
く
帰
る
せ
い
で
周
り

は
迷
惑
し
て
い
る
」

・
「
男
の
く
せ
に
育
休
を
取
る
な
ん
て

あ
り
得
な
い
」

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
相
談

香
川
県
労
働
局

☎
0
8
7
（
8
1
1
）
8
9
2
4

注
意
！
架
空
請
求
な
ど
に
よ
る

特
殊
詐
欺
が
増
え
て
い
ま
す

　

市
内
で
、
架
空
請
求
の
は
が
き
が
届

い
た
と
い
う
事
例
が
多
数
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

は
が
き
に
は
、「
契
約
会
社
か
ら
訴

状
が
提
出
さ
れ
た
。
連
絡
し
な
い
と
原

告
側
の
主
張
が
全
面
的
に
受
理
さ
れ
、

給
与
や
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
。
裁
判

を
取
り
下
げ
る
た
め
に
連
絡
を
し
ろ
」

と
、
消
費

者
か
ら
連

絡
す
る
よ

う
に
仕
向

け
る
内
容

が
書
か
れ

て
い
ま
す
。

も
し
こ
の
よ
う
な
は
が
き
が
届
い
た
ら

・
身
に
覚
え
の
な
い
は
が
き
は
無
視
し

て
く
だ
さ
い
。

・
は
が
き
に
記
載
さ
れ
た
相
談
窓
口
に

は
決
し
て
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

連
絡
す
る
と
、
個
人
情
報
を
知
ら
れ

て
し
ま
い
、
金
銭
の
支
払
い
を
強
要

さ
れ
ま
す
。

対
応
に
困
っ
た
と
き
は

西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー
☎
25
・
５
１
３
５

三
豊
警
察
署　

☎
72
・
0
1
1
0　

No.61

目
指
せ

男
女
共
同
参
画
社
会

▲１日補導員として、店内を見回る生徒たち

▲三豊署では、交通ルールを守る
　大切さを改めて認識しました

▼
問
い
合
わ
せ

　

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　

☎
73
・
３
１
３
６

　

相
談
専
用
電
話　

☎
73
・
３
１
３
７

参
加
し
た
生
徒
の
感
想

　
中
学
生
に
よ
る
非
行
や
万
引
き
を

防
止
す
る
た
め
に
は
、
友
達
同
士
や

地
域
で
声
を
掛
け
合
う
こ
と
が
大
切

だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
今
日
学
ん
だ

現
状
を
、
ま
ず
は
自
分
の
身
の
周
り

の
人
か
ら
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

No.16

▲

架
空
請
求
の
は
が
き（
例
）

災害に対する備えを！ 防  災  力

自
主
防
災

N
E
W
S

宝くじの助成金で
整備しました

松崎連合防災会の
自主防災活動に知事感謝状

　宝くじの助成金
を受けて、山本町
の下大野自主防災
会が防災資機材を
整備しました。

　水害に備えて、側溝や排水路を掃除した
り、住宅の屋根、雨どい、外壁などの点検
をしておきましょう。

　多年に渡って自主防災活
動に尽力してきた功績がた
たえられ、松崎連合防災会
に県知事から感謝状が贈呈
されました。

風水害の対策

ポイント
1

　ライフラインが途絶えた時を
想定して、非常食や懐中電灯
などの非常用品を揃えておき
ましょう。

ポイント
2

　『三豊市総合防災マップ』やハ
ザードマップで、自宅周辺に想定
される災害の危険性を確認して
おきましょう。

ポイント
3

　大雨や台風で警報が発表された場合は、
避難情報をもとに早めに避難しましょう。
災害発生の恐れが高まってきた際には、市
HPで水防本部からの情報を随時更新して
います。また、気象庁のHPでは、「警報・注
意報」「危険度分布」などの防災情報が配
信されていますので、参考にしてください。

単独行動は危険
流されないように、お互
いの体をロープで結び、
ひも付きの運動靴を履
いて移動する。

深さに注意
歩行可能な水深の目安は
約50センチ。危ないと判
断した場合は、無理をせ
ず、高所で救助を待つ。

ポイント
4

ハ
定

センター

～風水害対策～No.3

▶危機管理課　☎73－3119

風水害からの避難の注意点

50センチ
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　JICA海外協力隊募集
■対 ①青年海外協力隊・日系社会青
年海外協力隊：昭和53年11月2
日～平成11年４月１日に生まれた
日本国籍を持つ人
②シニア海外協力隊・日系社会シ
ニア海外協力隊：昭和23年11月
2日～昭和53年11月1日に生まれ
た日本国籍を持つ人

■受11月1日（木）正午まで
■申■問 JICA四国  ☎087－821－8825

精神保健相談日（要申込）
【思春期相談】
■時10月15日（月）午後2時～
【心の健康相談】
■時10月18日（木）午後4時20分～
■場西讃保健福祉事務所
■申■問西讃保健福祉事務所
　☎25－2052

社会保険労務士による出張年金相談

■時10月10日（水）、23日（火）
午前10時～午後3時

■場10日：危機管理センター
23日：詫間福祉センター

■内年金相談や年金請求・各種手続
きの受け付け

■持年金手帳、相談者本人であること
を確認できるもの。代理人の場

合は、委任状および代理人本人
であることを確認できるもの

■問街角の年金相談センター高松
（オフィス）　☎087－811－6020
市民課　☎73－3005

国民年金基金相談会
■時 10月9日（火）午前10時～午後3時
■場危機管理センター
■内年金基金相談や手続きの受け付け
■問県国民年金基金
　　0120－65－4192

無料労働問題相談会（要申込）

■時 10月11日（木）
午前9時30分～午後4時

■場危機管理センター
■対 労働者、労働組合関係者、事業
主、企業の人事・労務担当者など

■申■問県労働委員会事務局　
　☎087－832－3723
メール roui@pref.kagawa.lg.jp

　

市総合体育館10月健康教室
【初心者のためのトレーニング講座】（要申込） 
■時 10月6日（土）
午前10時30分～11時30分
■料 200円
【バランスボール講座】（要申込） 
■時 10月14日（日）
午前10時30分～11時30分
■料 200円
【健康相談と運動処方】

■時10月6日（土）、14日（日）、25日
（木）午前9時～10時30分
10月11日（木）午後0時30分～2時
10月30日（火）午後4時～5時30分

■料200円
■内各種トレーニング機器を使った
効果的な運動を専門のインスト
ラクターがサポート

■申■問市総合体育館　☎72－1500
山本町公民館生涯学習講座
【スターウォッチング
　「月と惑星・アンドロメダ銀河」】
■時10月13日（土）午後7時～8時30分
■場山本ふれあい公園
■対一般（小学生以下は保護者同伴）
※雨天曇天の場合は、山本町生涯学
習センターでビデオ学習
■問山本町公民館　☎63－1041
詫間町民俗資料館・考古館体験講座
【鎌で稲刈り・はざかけをしよう】
■時 10月14日（日）
午前9時30分～11時30分

■場三野町吉津上条超円寺付近
【こぎはし・千歯こぎ・足踏み脱穀機
　で稲の脱穀、唐箕で選別をしよう】
■時 11月4日（日）
午前9時30分～11時30分

■場詫間町考古館
■対一般（小学生低学年以下は保護
者同伴）

■料各100円
■申■問詫間町民俗資料館・考古館
　☎83－6858

健康運動講座「脂肪とれとれ教室」
■時10月23日～平成31年3月5日
午後1時30分～3時　全10回

■場みとよ未来創造館
■内ストレッチ、筋肉トレーニング、
正しい歩行

■対運動習慣をつけたい40～74歳の
健康で続けて参加できる人（26～
29年度に参加した人は除く）

■数 40人　※先着順
■受10月10日（水）午前10時から
■申たくまシーマックス　☎83－8311
■問健康課　☎73－3014
香川高専詫間キャンパス公開講座
（要申込）
【手作りランプを作ろう】
■時11月3日（土・祝）午前10時30分
～11時30分、午後1時30分～2時
30分
4日（日）午前10時30分～11時
30分

■対小学生
【ロボット体験教室】
■時11月11日（日）
午前10時～午後0時30分

■対小学校3年生以上（親子での参
加も可）

■申■問香川高専詫間キャンパス
　☎83－8507

三豊総合病院10月健康教室（要申込）
【食べて治して、ハッピーライフ】
■時10月12日（金）午前10時～正午

■料 600円
【腎臓病教室】
■時10月18日（木）
午後3時30分～4時30分

【男性の調理実習】
■時10月3日（水）
午前10時～午後0時30分

■料 600円　
【夜間糖尿病教室】
■時10月11日（木）午後6時～7時
【肝臓病教室】
■時10月25日（木）午後2時～4時
■申■問健康管理センター ☎52－3366
三豊総合病院　みとよサプリ

■時10月17日（水）午後1時30分～2時
■テ脳卒中ってどんな病気　パート２
■申■問健康管理センター　☎52－3366

精神保健福祉
ボランティア養成講座
■時 11月1日（木）午後2時～4時
■場西讃保健福祉事務所
■内ストレスとこころの健康
■講明治学院大学　杉山恵理子教授
■申■問西讃保健福祉事務所
　☎25－2052

第2回空き家対策セミナー

■時11月10日（土）
午後1時～4時30分
個別相談会は午後3時30分～

■場県立文書館（高松市）

■受随時（個別相談会は10月1日（月）
～26日（金））

■申■問県住宅課　☎087－832－3583
アライグマ・ヌートリア防除従事者
養成講習会
■時11月17日（土）
午前9時30分～午後0時30分

■場みとよ未来創造館
■内法令講習、捕獲にあたっての知識
の修得

■受11月2日（金）まで
■申■問農林水産課　☎73－3040

パーキンソン病患者の会
（すみれ会）

■時10月24日（水）
午後1時30分～3時

■場西讃保健福祉事務所
■内情報交換、交流など
■申■問西讃保健福祉事務所
　☎25－2052

S－MART　サイエンス・フェスタ

■時11月10日（土）午前9時～正午
■場観音寺総合高校
■対小学生（保護者同伴）
■内光のオブジェ、焼き印ストラップ
づくり、不思議なペン立てづくり

■受10月1日（月）～31日（水）
■申高校のホームページから申し込み
■問観音寺総合高校　☎25－3168

■時＝日時　■場＝場所　■講＝講師　■内＝内容　■対＝対象　■数＝募集人数　　　　　　　■持＝持参物　■テ＝テーマ　■種＝種目　■料＝参加費用　■受＝受付期間　■主＝主催　■注＝注意事項　■申＝申込方法・申込先　■問＝問い合わせ先

講座・教室

OCTOBER
月のお知らせ

相談
精神保
【思【思春春

社会保

■■■■■■■■■■1

JICA
■■■■■■■■■①

無料労
■■■■■■■■

市
国民年
■■■■■■■

市総合
【初【初心心

■■■■■■■■
三豊総

■■

第2回

■■■■■■■■
三豊総
【食【食

健康運
■■■■■■■■■■1

■■■■
山本町
【ス【ス

■■
詫間町
【鎌【鎌

S－M

■■

アライ
養成講

精神保
ボラン

香川高
（要申 パーキ

（すみ

528Hzコンサート～奇跡の周波数～

音楽の玉手箱　Vol.２
James.K

桂雀々 独演会■時10月6日（土）開演　午後２時
■料【全席自由席】親子ペア1,200円
おとな1,000円
子ども（3歳～小学生）500円
※2歳未満は入場無料

■時10月24日（水）
開演　午後７時

■料 一般500円、学生100円

■時11月28日（水）
開演　午後6時30分

■料【全席指定席】
3,500円

募集

■時11月18日（日）開演 午後3時30分
■料【全席自由席】3,000円
■出■演  尺八：山口整萌　ピアノ：小瀧俊治

イベント

10

0歳児から楽しめるクラシックコンサート。
一緒に歌って踊って楽しみましょう。

ストレスを軽減すると言われる528Hzの音楽をお試し
ください。

【災害と健康管理】
■時 10月18日（木）午後6時30分～8時
【農業における自然エネルギー資源の利用】
■時 10月25日（木）午後6時30分～8時
■場豊中町農村環境改善センター
■問香川大学事務局　☎087－832－1368

■時 10月14日（日）午前10時30分～午後3時
■場ゆめタウン三豊
■内健康度測定、残薬
整理、お薬相談、
こども薬局、ロコ
モティブシンドロー
ム対策など

香川大学サテライトセミナー 参加者募集

ふれあい健康秋まつり

■問観音寺・三豊薬剤師会事務局　☎54－5250
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申し込み・問い合わせ
　三豊市観光交流局　☎56－5880

♥

＆
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　　　　市内図書館臨時休館のお知らせ

詫間町図書館
■時 10月2日（火）～11日（木）
■問詫間町図書館　☎83－6828
山本町図書館
■時 10月14日（日）
■問山本町図書館　☎63－1041

であい  ふれあい  よって恋♡
「ガーデンBBQ」
■時11月4日（日）
午前10時30分～午後2時30分

■場蘭ズ・ガーデン
■対 30～45歳の独身男女
■数各20人　
■料 3,000円
■申「EN-MUSU かがわ」ホームペー
ジから申し込み

■問まちづくり推進隊みの
☎73－6228

たのしくレクリエーション
“フォトウォーク inみとよ”
■時①10月21日（日）、
②11月18日（日）
いずれも午前10時～正午　全２回

■集■合■場■所①たからだの里さいた物
産館、②市民交流センター

■内①戸川ダム公園で散策しながら写
　真撮影
②写真の講評、茶話会

■対障がいのある人（中学生以上）と
その家族
■持携帯、スマホ、デジカメなど、写真
撮影ができるもの

■申■問かがわ総合リハビリテーション福
　祉センター　☎087－867－7686
　障害者生活支援センター結
　☎74－7211

市長杯市民ゴルフ大会

■時10月30日（火）午前9時～
■場エリエールゴルフクラブ
■対市内在住・在勤の人で、市内の

ゴルフ同好会に所属する人
■料参加費　　　　　3,000円
プレー費（4B・食事付き）
　キャディ付き　9,520円
　セルフ　　　　7,360円

■受10月16日（火）まで
■申■問エリエールゴルフクラブ
　☎67－3131

文化祭のお知らせ
　子どもや講座受講生の作品展示、
バザーなどを開催します。
上高野文化センター・上高野児童館 
■時 10月28日（日）
午前9時～午後1時

■問上高野文化センター　☎62－2377
上高野児童館　☎62－5463

ふれあいプラザにお
■時11月11日（日）
午前10時～午後1時

■問ふれあいプラザにお　☎82－2607

■時＝日時　■場＝場所　■講＝講師　■内＝内容　■対＝対象　■数＝募集人数　■持＝持参物　■テ＝テーマ　
■種＝種目　■料＝参加費用　■受＝受付期間　■主＝主催　■注＝注意事項　■申＝申込方法・申込先　■問＝問い合わせ先10月の保健・相談

であい
「ガー

たのし
“フォ

文化祭
子

市長杯

■■

市内図　　　　

詫間

※休日当番医は、都合により変更になることがあります休日当番医 ※　　＝歯科の診療時間は午前9時から正午まで　　　

福祉課　☎73－3015こころの相談

日　程 場　　所時　間
10:00～11:30
13:30～15:00

詫間福祉センター
みとよ未来創造館

12日(金)
22日(月)

人間関係の悩みやうつ病などの心の病気、障がい福祉サービスの相談

その他健康相談 健康課　☎73－3014
高血圧・糖尿病など生活習慣病の予防、禁煙などの相談
日　程 時　間 場　　所

詫間福祉センター
山本町保健センター
豊中町保健センター
三野町保健センター
市民センター仁尾
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
みとよ未来創造館

9：30～11：00

4日（木）
10日（水）
12日（金）
15日（月）
16日（火）
18日（木）
24日（水）

日　程 時　間 場　　所
市民センター仁尾
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
三豊市役所
豊中庁舎
山本町保健センター
三野町保健センター
詫間福祉センター

10:00～11:00

1日（月）
9日（火）
11日（木）
17日（水）
18日（木）
22日（月）
24日（水）

高齢者あんしん相談 地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談

月のお知らせ10

日　程 時　間 場　　所
みとよ未来創造館
マリンウェーブ
三野町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
仁尾町文化会館
市民交流センター
山本町保健センター

13：30～15：00

9日（火）
10日（水）
15日（月）
19日（金）
23日（火）
24日（水）
26日（金）

脳きらり教室 地域包括支援センター　☎73－3017
認知症予防と病気への理解を深めるための教室

税務課からのお知らせ

☆納期限内に納めましょう。
　

☆市税等の納付は、便利な口座振替をご利用ください。
問い合わせ　税務課　☎73－3006▼

10月31日（水）口座振替日および納期限

社会福祉協議会へ

（８月受付分）心温まる贈りもの

西脇　英二
大平　淳子
白石　静子

高瀬町
高瀬町
高松市

相 談 名 日　　程 時　　間 場　　　　所 問い合わせ
10:00～15:00
13:00～15:00
13:00～15:00
10:00～12:00
9:00～12:00
13:00～15:00
13:00～15:00

市民センター仁尾
みとよ未来創造館
市民センター三野（インパルみの隣）
財田庁舎
豊中庁舎
詫間福祉センター
山本庁舎
みとよ未来創造館
山本町農村環境改善センター
財田庁舎
豊中庁舎
市民センター三野（インパルみの隣）
市民センター仁尾

1日（月）

3日（水）
9日（火）

10日（水）

15日（月）
1日（月）
3日（水）
9日（火）
10日（水）
17日（水）
22日（月）

10:00～13:00
10:00～15:00
10:00～15:00
9:00～12:00
10:00～15:00
10:00～15:00

行 政 相 談

人 権 相 談

総務課　☎73－3000
または各支所

人権課　☎73－3008
または各支所

10：00～11：30 ふれあいプラザにお

危機管理センター
※対象地域は三野・豊中・詫間・仁尾

西讃農業改良普及センター
※対象は、新規就農予定者・就農5年以内の農業者
※毎月第3火曜日　農業制度資金相談会開催中

中小企業などの
経営相談

13：30～16：00

13：00～16：00
（要予約）

9：00～17：00
（要予約）

職 業 相 談

農 事 相 談

就 農 相 談

産業観光課　☎73－3013

農業委員会　☎73－3046

ふれあいプラザにお
☎82－2607

西讃農業改良普及センター
☎62－3075

15日（月）

9日（火）

16日（火）

～

31日（水）

よろず三豊
サテライト

危機管理センター
インパルみの

3日（水）
17日（水）

ハロウィンナイト

　認知症が気になる人や認知症の人とその家族、地域の
人など、誰もが気軽に集える場所です。月替わりの講話
やイベントをはじめ、個別の相談ができます。お気軽に
ご参加ください。

■料 100～300円
■問地域包括支援センター　☎73－3017　

日程 時間 場　所

13:00～15:00

13:30～15:30

14:00～16:00

13:00～15:00

14:00～16:00

介護老人保健施設 白寿の杜（詫間町）

三野町保健センター内 太陽の家

豊中町保健センター

みんなの訪問看護ステーション（高瀬町）

　3日（水）

10日（水）

16日（火）

18日（木）

火葬場の休場日（11月）
■時 11月7日（水）、21日（水）
■問環境衛生課　☎73－3007

地域包括支援センター　☎73－3017
みとよ元気運動塾
転倒予防のための運動教室

10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：30
10：00～11：30
13：30～15：00
10：00～11：00

日　程 場　　所時　間

4日（木）

15日（月）

17日（水）

19日（金）

23日（火）

山本町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
市民交流センター
みとよ未来創造館
マリンウェーブ
三野町保健センター
仁尾町文化会館
二ノ宮農業構造改善センター

オレンジかふぇ開催のお知らせ　　（10月）

８月の市内交通事故発生状況（　）内は前月比　発生件数16件（-3）死者数０人（-1）負傷者数16人（-3）

　このたび、次の皆さまより善意の
ご寄付をいただきました。厚くお礼
申し上げます。　　 （敬称略・順不同）

参加者
募集

■時10月20日（土）
午後6時30分～8時30分

■場サンリゾート仁尾
■内バイキング形式の交流会
■料一般：4，000円（年会費込み）
会員：3，000円

■数 50人
※先着順、要予約、中学生以上

■受 10月17日（水）まで

市 　 県 　 民 　 税（普通徴収）（第3期分）
国 民 健 康 保 険 税（普通徴収）（第4期分）
介　護　保　険　料（普通徴収）（第4期分）
後期高齢者医療保険料（普通徴収）（第4期分）

10月は、

の納付月です。

■督促手数料■ 
地方税法では、納期限までに納付がなかった場合は、｢納期限後20日以内に督促
状を発しなければならない」ことになっています。市では、このことを受けて督促状を
発送し、条例により督促手数料を徴収することと定めています。

日　程 医療機関名 電話番号市町名
石井医院 
業天医院 
　いその歯科クリニック
西香川病院 
河田医院 
橋本病院 
クリニック池田 
　中西歯科医院
岩崎病院 
もりの木おおにしクリニック
　ごうだ歯科医院
今川内科医院 
よねいクリニック 
　つづき歯科医院

高瀬町
観音寺市
観音寺市
高瀬町
観音寺市
山本町
観音寺市
高瀬町
詫間町
観音寺市
観音寺市
豊中町
観音寺市
高瀬町

73－6100
52－3636
57－1550
72－5121
25－3668
63－3311
23－1500
72－6057
83－6011
25－3291
27－8199
62－2052
52－3800
72－5240

7日（日）

8日（月）

14日（日）

21日（日）

28日（日）

福祉課　☎73－3015精神デイケア

10:00～11:30

13：30～15：00

豊中町保健センター（さくらの会）

詫間福祉センター（みつより会）

日　程 場　　所時　間
3日(水)
10日(水)
17日(水)
23日(火)

　外国人と一緒にハロウィンを体
験しませんか。とびっきりの仮装
をして参加してください。

特別養護老人ホーム 優楽荘（山本町）



子育てするなら三豊が一番！ 子 ど も ・ 子 育 て ・ 笑 顔 の み と よ

ここ み笑 通信え

★10月のお知らせ★

★11月のお知らせ★

8 月生まれの
赤ちゃん

40人

はじ
めまして

（男の子18人
女の子22人）

ホームページにも
アクセスしてください!!
http://www.kokoemi.jp/

子育て情報満載!!

ケータイ・スマホは
こちらからアクセス!

申し込み方法　10月10日（水）～31
日（水）の期間に市ホームページから
申請書をダウンロードし、必要事項を
記入の上、写真を添えて秘書課まで持
参してください。また、メールでお申
し込みの場合は、申請書と写真データ
を添付してhisho@city.mitoyo.lg.jp
までお送りください。▲

申し込み・問い合わせ
秘書課　☎73−3001

愛どる募集

※このコーナーの個人情報を営業目的など
　に利用することを禁じます。

12月生まれの

❶
❷
❸
❹

塩
しおかわ

川　晃
こうだい

大ちゃん
2017年10月9日
卓也・英利子（豊中町）
笑顔いっぱいの晃大
♡家族みんなの宝物
だよ。元気に育って
ね！

❶
❷
❸
❹

細
ほそい

井　崇
しゅうすけ

佑ちゃん
2017年10月15日
雄喜・祐子（豊中町）
いつも活発な崇佑。
これからも元気にの
びのびと育ってくだ
さい。

❶
❷
❸
❹

寄
きのう

能　実
みらん

蘭ちゃん
2017年10月23日
圭祐・智美（豊中町）
元 気 い っ ぱ い 次 女。
お姉ちゃんに負けず
にすくすく育ってね。

❶
❷
❸
❹

西
にしおか

岡　昊
こうた

汰ちゃん
2017年10月25日
篤志・真優（豊中町）
Happy Birthday♡
こ れ か ら も 元 気 で
大きくなってね

❶
❷
❸
❹

齊
さいとう

藤　寿
としひろ

浩ちゃん
2017年10月13日
正樹・真美（豊中町）
いっぱい食べていっ
ぱい寝て、すくすく
と元気に大きくなっ
てね♪

❶
❷
❸
❹

石
いしい

井　花
かな

奈ちゃん
2017年10月1日
秀和・香穂（高瀬町）
元気に大きくなって
くれてありがとう！
大〜スキ！

ふぉとぎゃらりぃ10月
生まれ

❶おなまえ　❷生年月日
❸両親の名前（町名）　❹メッセージ

対象 日程 受付時間 場所
４カ月児健診

（平成30年6月生まれ）
9日（火）

13：30
～

13：50

三野町
保健センター

16日（火）
1歳6カ月児健診

（平成29年3月生まれ）
3日（水）

18日（木）
3歳児健診

（平成27年3月生まれ）
4日（木）

11日（木）

乳幼児健診

◎乳幼児健診・相談は子どもの成長や発達を知る節目の時期に実施しています。
　ぜひこの機会に受けましょう。

対象 日程 受付時間
（開始時間） 場所

平成29年12月生まれ
9日（火） 13：00〜

13：10
（13：15）

三野町
保健センター16日（火）

10カ月児相談

対象 日程・時間 場所
18歳未満の子どもとその保護者

（希望者は22日までに電話でお申し込み 
ください）

 23日（火）
13：30～16：00

市役所
3階

◎県の専門員が相談に応じます ◎保護者のみの相談も可能です

児童相談

対象 日程 受付時間 場所

18歳 ま で の 発 達
障がいや発達の気
になる子どもを持
つ保護者、または
本人（要申込）

13日（土）
9：00〜
13：00

三野町
保健

センター

27日（土）
三野町

社会福祉
センター

発達が気になる子の発達相談

▶申し込み・問い合わせ
　NPO法人西讃教育支援ネットワーク（SESネット）
　代表  秋山茂利　 080-4998-1137

対象 日程・時間 場所
1歳未満児を持つ家族

（希望者は10月22日〜11
月2日の間に電話でお申し
込みください）

11月9日（金）
10：30～11：30

三野町
保健センター

離乳食講習会

▶申し込み・問い合わせ　子育て支援課　☎73−3016

対象 日程・時間 場所
16週以降の妊婦

（希望者は18日までに電話
でお申し込みください）

19日（金）
13：30～15：00

三野町
保健センター

プレママひろば

▶

申し込み・問い合わせ
　県子ども女性相談センター　☎087−862−8861
　県西部子ども相談センター　☎0877−24−3173

10月は「里親を求める運動」月間です
里親制度を知っていますか
～温かい家庭を子どもに～

10 月 27 日（土）午後 2 時〜 4 時
丸亀市保健福祉センター 3 階会議室
里親制度とは 
先輩里親さんの体験談など
里親制度について知りたい人 
里親になりたい人

里親制度説明会を開催します
日 時
場 所
内 容 

対 象 者

すべての子どもは、深い愛情に包まれて、家庭
で心身ともに健やかに育つことが望まれます。し
かし、現実には家庭のさまざまな事情により、家
族のもとで暮らすことができない子どもがいます。

里親制度は、このような子どもたちが家族の一
員として、温かい愛情と家庭的な雰囲気の中で健
やかに成長するための制度です。

※事前に申し込みが必要です。
さとおやのさと 検索

期間中は、市内各図書館で楽しいイベントを開催します。
ぜひ、ご参加ください。

場所 日時 内容 連絡先

みとよ未来図書館
27日（土） 18：00～ 牛乳パックでハロウィンランタン作り

（小学生親子10組）　※要申込 ☎ 72-5631
27日（土） 18：00～20：00 夜の図書館

山本町図書館 28日（日） 10：30～ Trick or Treat！おかしなカードをつくろう ☎ 63-1041

三野町図書館
27日（土） 10：00～11：30 ハロウィンのモビールをつくろう！

（先着10人）　※要申込 ☎ 73-3121
20日（土）～28（日） おとぎばなしの世界

豊中町図書館

20日（土）～28（日）
9：30～17：00 ひょっこり図書館クイズ（先着50人）

☎ 62-6430
20日（土）～30日（火） 角野栄子特集展

詫間町図書館
28日（日） 10：00～11：00 ミュージックレンジャーと遊ぼう

（先着100人）　※要申込 ☎ 83-6828
12日（金）～30日（火） 映画化された小説展

仁尾町図書館 20日（土）～28（日）
9：30～17：00

どうぶつぽんぽん作り・
本のおいしゃさん・キャラクターおりがみ ☎ 56-9565

財田町公民館図書室 20日（土）～24日（水）
10：00～16：00

切り紙でしおりをつくろう！
（先着20人） ☎ 67-0108

みとよ図書館フェスタ

▶問い合わせ
　助産師（藤川） 　090 − 1574 − 7919

第22回 いいお産の日 イベント
11 月 4 日（日）午前 10 時～午後 3 時
岡田コミュニティセンター（丸亀市）
マタニティヨーガ、ベビーマッサージ、骨盤
クラス、沐浴体験、寸劇「産後のあるある！
パパとママで話そう」など
これから出産予定の人 
子育て中の人 
お産や育児に興味のある人

日 時

場 所

内 容 
 

対 象 者

10月20日（土）〜28日（日）
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「
導
水
ト
ン
ネ
ル
の
起
工
式
の
写
真

で
す
ね
。
こ
の
場
所
に
は
今
、
香
川
用

水
記
念
公
園
が
あ
り
ま
す
が
、
工
事
が

始
ま
る
前
は
一
帯
に
田
ん
ぼ
が
広
が
っ

て
い
て
、
稲
や
麦
、
タ
バ
コ
を
栽
培
し

て
い
ま
し
た
。
も
う
50
年
も
前
の
こ
と

に
な
る
ん
で
す
ね
」

ト
ン
ネ
ル
工
事
の
作
業
口
近
く
に
住

む
男
性
（
76
歳
）
は
当
時
の
出
来
事
を

こ
う
振
り
返
り
ま
す
。

「
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
農
地
所
有

者
と
交
渉
す
る
た
め
に
、
地
元
の
長
野

自
治
会
で
香
川
用
水
対
策
協
議
会
が
作

ら
れ
ま
し
た
。
私
も
メ
ン
バ
ー
の
一
人

と
し
て
、
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

当
時
は
今
よ
り
土
地
を
大
事
に
し
て
い

た
時
代
で
し
た
が
、
や
は
り
香
川
用
水

は
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
理
解

を
経
て
用
地
買
収
が
進
み
ま
し
た
。

工
事
で
は
ま
ず
、
500
〜
600
メ
ー
ト
ル

を
発は

っ
ぱ破
工
法
で
掘
っ
て
い
き
ま
し
た
。

家
の
真
下
で
発
破
を
か
け
る
の
で
、
大

き
な
音
や
振
動
が
あ
り
、
大
変
で
し
た
。

そ
の
あ
と
は
、
徳
島
県
の
池
田
ダ
ム

に
向
か
っ
て
ト
ン
ネ
ル
マ
シ
ン
で
地
下

を
掘
り
進
め
、
全
長
８
キ
ロ
の
導
水
ト

ン
ネ
ル
が
完
成
し
ま
し
た
。
今
で
は

香
川
県
民
に
と
っ
て
、
水
に
恵
ま
れ
た

環
境
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

徳
島
県
や
早
明
浦
ダ
ム
が
あ
る
高
知
県

の
人
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い

ま
す
。
水
を
大
切
に
す
る
と
い
う
意
識

は
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
か
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
ね
」

も
う
一
人
、
香
川
用
水
記
念
公
園
の

近
所
に
住
む
女
性
（
76
歳
）
に
も
話
を

聞
き
ま
し
た
。

「
当
時
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
残
土
で

田
ん
ぼ
が
整
備
さ
れ
て
、
道
も
広
が
っ

た
な
ぁ
と
、
す
ご
く
う
れ
し
く
思
っ
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
私
は
近
所
の
人

た
ち
と
一
緒
に
、
工
事
現
場
の
手
伝
い

に
も
行
き
ま
し
た
。
大
雪
が
降
る
中
で
、

ト
ン
ネ
ル
の
土
台
部
分
を
金
た
わ
し
で

削
る
作
業
を
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

完
成
後
に
は
、
水
が
流
れ
出
る
ト
ン
ネ

ル
の
出
口
付
近
で
鮎
釣
り
を
し
よ
う
と
、

よ
く
人
が
来
て
い
ま
し
た
。
私
も
幼
か

っ
た
息
子
２
人
と
、
釣
り
を
し
て
み
た

の
で
す
が
、
結
局
、
鮎
は
釣
れ
な
か
っ

た
で
す
ね
（
笑
）」

地
元
の
人
々
の
理
解
と
協
力
の
も
と

完
成
し
た
導
水
ト
ン
ネ
ル
。
今
日
も
こ

こ
か
ら
、
命
の
水
が
県
内
へ
と
配
水
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
想
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
」

このコーナーは、文書館に保存している古い写真を皆さんに紹介します。

香川用水を最初に提唱したのは大久保諶之丞で、明治22（1889）年のこ
とであった。昭和37（1962）年頃から吉野川総合開発計画が具体化し、
香川用水計画が軌道にのる。昭和40（1965）年には早明浦ダム建設工事
が始まり、昭和43（1968）年10月24日に香川用水導水トンネルの起工式
が行われた。竣工・通水式が行われたのは、昭和49（1974）年5月であった。

香川用水導水トンネル
起工式

昭和43（1968）年・財田町

懐かしの1枚
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誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
世
の
中
に

な
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
。
そ

れ
は
み
ん
な
が
相
手
を
認
め
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
集
の
取
材
で
臨
床
心
理
士
さ
ん
か

ら
お
話
を
伺
う
中
で
、
誰
か
が
頑
張
り

す
ぎ
た
り
、　

無
理
を
し
す
ぎ
な
い
よ

う
に
…
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
あ
な

た
も
ご
家
族
も
、
少
し
立
ち
止
ま
っ
て

専
門
家
を
頼
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
き
っ

と
、
出
口
が
見
つ
か
る
ヒ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

※
文
書
館
で
は
、
ま
ち
の
風
景
や
催
事
な
ど
の
古
い
写
真
を
収
集
し
て
い
ま
す
。
原
本
は

お
返
し
し
ま
す
の
で
、
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。【
文
書
館　

☎
63
・
1
0
1
0
】

三豊市の人口
※平成30年9月1日現在　（　　）内は前月比

※香川県人口移動調査による

世帯数 23,070 世帯（-13） 総人口 63,453 人（-63） 男 30,415 人（-44） 女 33,038 人（-19）
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